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この報告書 は昭和47年 度 における日本小型 自動車振興 会か ら

小型 自動車競走法 に基づ く小 型自動車等機械工業振興 資金の

交付 を受けて作成 した ものであ ります。
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序 章 米 国におけ るEDPの 現 状

1.コ ン ピ ュータ の 設 置 台数 と価 格、 性 能の 推 移

イ ン ス ト ール 数 一台当りの平均購入価格 性 能

1951年10台 $3,000,000 $25

1959年3,000 $1,200,000 $2

1964年16,000 $700,000 $023

1972年85,000 $420,000 $0,016

1980年300,000
.$?

…

?

(注)性 能 は10万 桁 の 計算 コス ・ト

コ ン ピ ュー タの 利用 台 数 は 飛 躍的 に増 大 、80年 代 には300千 台 の 予

1想
、 これ に伴 い1台 当b購 入価 格 は1972年 に は51年 比 『に 低 下 ・ 又7

1
計算 能 力 コ ス トでは1972年 は51年 比 実 に に 低 下 して い る。1

,E500

2.ソ フ トウ ェア の コス ト推 移

ハ ー ドウ ェア 自体 の コズ トは 前表 の通 り 著 し く低 下 した ものの 、 ユ ニザ

の ソ フ ト ウ ェ ア 開 発 コ ス トは ・ この20年 間 で 改 善 さ れ ず む1.Lろ ヲ ス 、ト漸

増 の 傾 向 に あ る 。 一

1951年

1959

1964

1972

1マ シン イ ンス トラク

シ ョ ン を書 く費用

?

$4.50

$5.30

$7.25
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5.利 用者 側の コス ド構 成 推 移 く、.㌔1

コ ン ピュー タの使 用 に かか わ る利 用 者側 の コス トを大 き くハ ー ドウ ェア

の コス ト、 ソ フ ト ウェア の コ ス ト、 及 オベレ竺rシまン,tコ ズ ト・の:βつ・に…分類f

して 、そ の 構成 比率 の 推移 を み る と次表 の 通 り・ ハ ー ドウ ェア'コ ス トは

大 巾 に 低下 す る反 面 そ れ に 代 って ソフ トウ ェア 開発 コス トが急 増 の趨 勢 に

あ る 。

従 って、 今後 の 利 用者 側 の 課題 は、 い か に この ソ フ トウ ェア の 開 発 コ ス

トを合 理 的 な マ ネジ メ ン トに よ って 節減 す るか に あろ う。

1953 1969 1971 1980(見 込)

ハ ー ド ウ ェ ア ・コ ス ト

ソ フ ト ウ ェ ア ・コ ス ト

9オペレ ーシ ョ ン ・コ ス ト

80%

8

・12

32%

30

3.8

25%

35

40

22%

43

35

り
語

4.ソ フ トウ 土ア 開 発要 員の動 向く ア ナ リ:ス ドとプ ログ ラマ)

米 国 では 初期 の頃 、 シ ス テ ム開発 の 段階 、 即 ち、 問題 分析 → シス テ ム ・

デ ザ イ ン→ プ ログ ラ ミン グの中 で 、 シス テ ム 亙デザ イ'ン とプ ログ ラ ミング

は 洞 一 人(プ ・グ ラめ が 当 る もの と考 え て 晒 ・'しか し・ 今 や この考

え方 は 誤 りで あ り、別 々な 人 ～前 者 は ア ナ リス ト、 後 者 が プ ロ グ ラマ ～が

当 るの を 良 し とす る考 え が定 説 とな った 。

言 い 換 えれ ば、システム.ア ナリス トと プロ グ ラマ は本 質的 に異 る 適 性が あ

り、 プ ログ ラマ あが りの アナ リス トは 適当 でな い と され て い る。

4
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、

⑱

2)シ ス テ ム ・ア ナ リ ス ト と プ ロ グ ラ マ の 適 性 比tw'・ ・1 戊 ・ 、

＼ ア ナ リ ス ト プ ロ グ ラ マ

学 歴 大学教育 ハ イ ス ク ー ル

学 識 会計学1経 済学 特 に な し

涜計学

性 格 創 造 性 論 理 性

組 織 力 注 意 力

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ 書 く能力

ン ・ ス キ ル

進 取 の
気 性

外 交 的 内 攻 的

2)シ ス テ ム ・ア ナ リス ト、 プ ログ ラマの 需 給 関係

米 国 の アナ リス ト・ プ 学 ラマの 需 給 バ ラン スは詮 醐 れ て 剖 ・

要 員 養成 な い し教 育 が 急務 と な っ てい る。

この 結 果 、 両要員 のSalaryStructure(給 与 体 系)は 他 部 門 の そ れ

よ リハ イレ ベル に あ り、 年 々の 昇給 も高 い 。.,

、

ア ナ リス ト プ ログ ラマ

1969需 要 130,000 19ぴooos

〃 侠給 90.00'0' 140,000

不足 △40ρ00 △50,000

1970/71需 要 190,00σ 220,000

不足 △100,000 △ β0の00
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ア ナ リス トのSalary(年 間)

ド ル

10,000

8,000

6.oeO

01

(注)①

②

/13'OOO

23年(経 験)

プ ログ ラマのSalry(年 間)

ド ル

10,000

8,000

6.OOO

10,500
～12

,000

0123年(経 験)

ア ナ リス トの 方 が プ ロ グ ラマ より給 料 は 高 い

プ ログ ラマの 初年 度 の 昇給 率 は50%と 高 いの に 注 目

アナ リス トと プ ログ ラマの 両 者 を 比べ る と、将 来 は アナ リス トの 不足

の 方 が大 き くな る こ とが予 想 され る。 そ の理 由は プロ 〆 ラマが コ ン ピ ュ

ー タ言 語の 発 展 に 従 前の 頑 な 負担 を感 じな くな っ てい る'こと とア ナ リス

トの 方は 下 記 い くつ か の事 由で逆 に ます ま す"分 析時 間"を とる様 に な

っ て来 た こ とに よる。

ω ア プ リケ ー シ ョンの 範溺 増 大

i、"、、)')シス テ ムそ の もの の"

◎ デ ザ イ ン技術 の 優 雑 性

ア ナ リス ト1人 に対 す プ ロ グ ラマの 割合

1958

1965

1972

1980

プ ログ ラマ

10

1.1

0.3

一4－
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} 現(GIS.ManklV・IMS)

'

◆



令

現時 点 で1980代 の ア ナ リス トの 不 足致 を予 測す る と、次 の 試算 の

通b約600千 人 に達 す る。 なte、 この 数 字 は現 在の 米 国 の医 者 の致 の

約3倍 に あ た る。 一

1980年 代 の コ ン ピュー タ設 鹸 社1ラ'5千 ～200千 辻(1971 、55千 仕)

1社 当 り 平 均 ア ナ リ ス ト 』千 社 実 績

1980代 の 必 要 ア ナ リ ス ト700千 名 ～800千 名

197・ 年 の ア ナ リ ス ト1。 。千 ・X

足 、.… ～ ・0.・千 名

5.EDP部 門 の 組織 パ タ ー ン

EDP部 門 の 組 織 には、 会社 の 中 に 占 め る 部門'と しての組 織 と、EDP

部 門 の 内 部組 織 と二 つ があ る。

1)全 社 的 な組 織

次 の 三 つ の パ タ ーン が ある が、 米国 で は 的 → 回 →肉 へ の進 展 がみ られ

る 。

(イ),

TOP

、製造 部

部内DP

術 部

部内DP

材 部 、 財 務 部 、,、

部 内DP"部 内DP
{ロ)

財 務 部-
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t ,-内

TOP

電算部 '

■

・)
.ED部 門そ鯉 口 繍'!1:

米 国¢)現状は次図砂的の型が一波的 だが、将来撫 ロ)ぺ進むべ きであろ

う 。

W
.ヅpt・tt"・'-・ 漁'1・ll… い9

マ 不 シ ヤ'
こ熟 鶴 ∴

一"洞窟グループ プログラミ'ング1-・ オペレーション

(アナリシス)
一_キ ー 一

c・P・uペ リ フ ェ ラ ル1/0

オ ペ オ ペ チ ェッカー二

{ロ,

D/?

マ 不 シ ヤ

シス ア迭

開 発 ・

シ ス ァ ム

アナリシス プ ログ

ラミング

.リソ
・・ス

マネジメント

プロジエク ト

コン ト迫『ル

リサ ー チ

ー5一

'
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ペリフェラル
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」 三図 め 場 合 の各 機 能 に 注 釈 を つ け てtsく と 次 の 通 り1で あ る 。

D/Pマ ネ ジ ャ

'
rt － ぴ エト ッ・プ と の'交 渉 ■t'"i'-'…

o=L－ ザ と の コ ミ ゴ ニ ケ ー シ ョ ンt・

O長 期 計 画 の 立 案 ・ ∵ 二

装 置 に つ い て は5～7年 の 計 画 を 持 つ こ と が 好 ま し い

人 員 に つ い て は ・ ・'3E,,5年 の 計 画 を 持 つ ご と が 好 ま'し い

o意 思 決 定

リ ソ ー ス ・マ ネ ジ メ ン トの 機 能

o人 事 管 理 ・

Oア ナ リ ス ト ・プ ロ グ ラ マ の 教 育

リ サ ー チ の 機 能

o装 置 の 研 究 「

oソ フ ト ウ ェ ア の 研 究

3)1980代 の 会 社 組 織 ・一.±:/

EDPの 発 展 、 デ 一 夕 ペ ー ス ドマ ネ ー ジ メ ン トの 進 展 で 、 ・米 国 の 会

社 組 織 は 改 革 的 な 変 化 を み せ て い く だ ろ う.

1980代 の 組 織 を 推 定 す る と 次 の よ う に な る 。

イ ンフォメ→/ヨン

サ ー ビ ス 部 門
現業部門

CDUオ ペ'『多移
川 謬 　 ざ 纂

システム講発 販 売

一7ー

フ
門

ツタス埋
β

ぎ
音

法 律 ス タ ッ フ

財 務 〃

研 究 〃

-P .R〃'



第1章 イ ン フ ォ メ,一 シ ョ ン.一 シ ス テ ムの 序 論

シ ス テ ム 開 発 の ス テ ッ プ に 入 る 前 に 、 シ ス テ ム 全 般 の 問 題 と し て 、 イ ン フ

ォ メ ー シ ョ ン ・シ ス テ ム の タ イ プ と そ れ を 処 理 す る プ ロ セ ス の タ イ プ の 二 つ

に つ い て ふ れ て お こ う 。

ゴ

む

1.イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン ・ シ ス テ ム の5つ の タ イ フ

(1)RecordkeepingSystems

最 も 基 礎 的 な シ ス テ ム で あ る 。..

特 徴 一 …1.Staticfiles,Historlca1なdata

2.意 思 決 定 要 素 は な い

3.Batchcontro1

定 期 的 な 更 新 、 バ ソ チ ・イ ン プ ッ ト、 定 期 的 な レ ポ ー ト

の 作 成

t2)ControlSystems

企 業 内 部 の 日 々 の 業 務 遂 行 の コ ン ト ロ ー ル と 指 遣 と に 積 極 的 に 参 加 す

る シ ス テ ム で あ る 。

特 徴 ・・'・…1..Dynamicfiles

2,毎 日 の 意 思 決 定 の 貸 料 と な る

3.On-1・inecontro1

(3)ぬnage1亘6寵=InfomationlSystems

Informationsystemで あ っ て 必anagementsystemで は な い 。

長 期 的 意 思 決 定(緬 営 の 計 画 化 、 評 価)を サ ポ ー トす る 総 合 的 な シ ス

テ ム で あ る 。
.て.・ 〆

-8一
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1

特 徴 …:… 『

MI'S

ControlSyotem

RecordkeepingSyS'toni

、

総醐 妙 治 ぶ
評 価 シ ス テ ム一 州'一.

外 昔日㌃ 祭 インプ ・トす

る 。

'(列)』 セ ニ:ル
ス 」 レ ポ ー ト

セ ール ス ・コ ン ト ロー ル

マ ー ケ ッ ト ・プ ラ ン ニ ン

グ

、
⑨

ト

2.処 理 形 態

イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン を 処 理 す る 形 態 に は3つ の タ イ プ が あ る 。

Cl)BatehProcessing

大 量 デ ー タ が グ ル ー プ 別 に 順 序 づ け ら れ 処 理 さ れ る

シ ー ケ ン シ ャ ル ま た は シ リ ア ル な プ ロ セ シ ン グ で あ る 。

OStaticfiles

o定 期 的 な 更 新
、 定 期 的 な レ ポ ー テ ィ ン グ

②On-lineSystems

ダ イ ナ ミ カ ル に 近 い デ ー タ ・フ ァ イ ル を も つ 。

デ ー タ ・フ ァ イ ル の メ イ ン テ ナ ン ス や ア ッ プ デ ー トは 他 の プ ロ セ シ ン

グ'シ ス テ ム に 依 存 す る 。

OStaticfiles

o日 動 日夕なVa1▲dation

O毎 日 更 新 し 、 必 要 な と き に レ ス ポ ン ス す る 。

〈3)RealTimeSystems

ダ イ ナ ミ ッ ク か っ リ ア ル タ イ ム に 、 ア ク セ ス 、 更 新 、 メ イ ン テ ナ ン ス

さ れ る デ ー タ ・ フ ァ イ ル を ペ ー ス と し て 開 発 さ れ る 。

-9一



商 業 用 の リ ア ル タ イ ム ・シ ス テ ムは 、 し ば し ばBatch・ ・Proeessing

gperat・'0;喧 擾 き れ ・ 分 ・雄 さ れ た 。n-1・ ・ri・S・ ・t・m砲 注 す る ・

oDynamicfiles

σttDirectEntryon1・y・ ・二

,o.,即 時 更 新 し泌 要 時に ば ポ ン スす る・

,

9

'
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第2章 シ ス テ ム 開 発 の プ ロ 池 ・X",r',.'「';'・ ・1

.、.,.・1、1,.,:ft."・,"一'ttt...』'.,.・"ri'1ビ 』'・ 、..."・

シ ス テ ム 開 発 の16の ス テraプ づ ・,t'tt・ll.』 ㍑:'・1・

一 波 に 一 つ の シ ス .テ ム を 完 成 す る に は'13.の ス テ ッ プ を 必 要 と す る 。

そ の ス テ ッ プ と は 下 表 の 通 り で あ る 。

Phase

1』

Product

ωApplication

Selection
.一.

ProblemDefinition(WorkStatβment)

: .・ ・一 ・一'…
A.

(2}Syste・mSe『rvey DesingnRequirrnentsStat'ement・

SystemsProposa1

r'・ ・'.「'

(3,DataGathering
.'.

D・fi亘i,i。 。 ・国 。i,ti。gSy,t。m

14ドD・t。Analy、i, DesignSpecification

(51DataBase(File)
Design

・l

Fil訂esig。

{61PrOcesSeS⊃eSign P,r、9C .β:sSes、'Design;:・'

{ηSystems、

Specif'ication

SystemsオSpeci『fication

SystemsSpecificationに 対 す るdocuments

{8}P,69・a㎝ 亘i・g Programs

proglramsに 対 す るdocUmen.ts

{9)SystemsTesting TestPlan,Test良esult・S

U(》Trai .ning . Trai.ni∫ng・P1.an,TrainingAid

⑪ ・Systems,,
.

Conversion .
andImplem日n▲a・tlon

COnversi・on・Pl・an』

C・nVersi・n&esu1・t・.

a2}FinalDOCurnentati・on・
㊨挙.,,

・1涯aiＬntenanCeJOSSie .rS◆
HistoricalDosslers

圓 ・;P。s、Im,iem。 耽 言 ・m

Evaluation

」
、.'^・=

丘・P・rt;M・n・ 獅 ・・t'
.・一.'・ji)rρjectEualuat .ionS

ystbm^Eualuation

System」 近entenance

－11'一



2.各 ス テ ッ プ の 概 要'

こ こ で は 各Phaseの 概 要 に つ い て 説 明 す る 。 な お 、 具 体 的 に は

田。,kSh。pの 中 で 説 明 を 加 え る 。:・"c'パtttt「

i・}:'ア プ リ ケ ー シ ・ ン の 猷(Apttli・ati。nS。1,ti。n)『

ω ア ブ リケ ー シ 。ンは企 業 に鋤 る マ ネ ジ メ ン い プ ラジに 基 づ き、

組 織の ニ ーズ を 反 映す る さ ま ざま な要 因 を 考慮 して セレ ク シ ョン され

る。

EDPに 関す る長 期 計画 を た て る。.「

論 理 的 に シス テ ムの 開発 計画(5年 間)を た て る。

短 期 計 画は 毎年 た て、 た び た び変 更が あ る。

回 ア プ リケ ー シ .ヨンの セ レク シ ョン も ドキ ニ メ ンテ ー シ ョンを行 な い 、

組 織の 最 高 レ ベル の承 認 を得 る必要 が あ る 。1…

ドキ ュ メン ト

o組 織的宏計画表 て長期計画、短期計画)"

・1:主 ザ ・ 助 リ'クエ9か ⑯ ・rkS・ …m…)
、:』t

米 国 た おい ては 、 ア プ リケ 三 シ ョン ・セ レ ク シ ョンのた めの

EDp妥 貞 会 を 設け 、 この組 織 の検討 結 果 に基 づ き トップが

決 柾 下す ∴ 　 ∫

i-(注)何 が鞍 で ある か を 滅 し
.・tr先 順位 を決 める 。

ア プ リ ケ ー シ'ヨ ンLセ レ ク シ ョ ン をED"P部 門 の マ ネ

ジ ャ に 任 せ る と 、 企 業 ポ リ シ ー と 合 致 し な い 選 択 を し た

り 、 プ ラ イ オ リ テ ィ を つ け 誤 る こ と が あ る 。'

〈1つEDP委 員 会(EDPComittee'ま だ はEDPCoodination)

EDP委 員 会 に は 、 各 部 門 か ら メ ン バ ー を 出 す 。

-12一
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責 任 体 制 上 級 マ ネ・ジ ャ

ユ ー ザ部門

EDP部 門

SenirManagement

組 織 土 の ニ ー ズ

Usersytan:ageme・pt・ ㌔・

部 門 別 の ニ ー ズ

EDPManagement

取 得 可 能 な リ ソ ー ス テ ク ニ カ ル ・ナ ポ ー ト

一－EDP委 員会 の組 織

EDP

COmittee

阿

ミへ さ＼

Senior

Ivilanager
岡L当

、

●

EDP部 門 は 大 体 月 に1度 、EDPPlan(シ ス テ ム 開 発 に

関 す る も の)な ど に つ い て 、EDP委 員 会 へ 上 提 す る 。

←)セ レ ク シ ョ ン の タ ス ク

a・ 計 画 の 作 成

・b・ ユ ー ザ の リ ク エ ス ト集 の 作 成

c.予 備 調 査 一一 → ゼVorkStatement

、

問題 の規定(明 確 化)i

問題 の範 囲を決定す る}　 ザが行な う

時 間 、 労 力 、 リ ソ ー ス の 見 積 り(予 測)、 、.
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開 発 費 の 見 積 り『(概 算)

d.仕 事 の 割 振 り

e.EDP委 員 会 か ・EDPマ ネ ジ ャ カWorkStatementを 夜 討 し て ・

ユ ー ザ に 必 ず 返 事 を す る 。

肘'vVOrK`Statement

a.要 求 者(仕 事 を や る も の)

b・ 目 的

C.シ ス テ ム の 範 囲

対 象 と す る も の 、 し な い も の を 明 確 に す る

d.開 発 の 費 用 は ど れ だ げ に な る か(概 算)

コ ス ト、 時 間

e..ど の よ う な 便 益 が あ る か ∵

特 に ユ ー ザ の 利 益

可 能 な 利 益(PotentialBenefits)

EDP部 門 の 責 任 と し て 、 開 発 部 門 、 オ ペ レ ー シ ョ ン 部 門

ト シ

の コス トは で きる だけ 正確 に明 確 にす る こと。

授 賞に 対す る利 益率 は ど うか に つ い て 、 ユ ー ザが 決 め るべ

き で あ る。

。EDP部 門 で 予測す る こ とは 不 可 能 で あ る

o間 接的 な利 益 は は かれ ない の で 人 件費 の 節減の み を考 え

る 。

oEDP部 門に おけ る 利益 算 出は 、 あ くまで もそ の 可能 性

で あ って、 ユー ザが 決 め る べ き もの 。

灼EDPマ ネ ジ ャは実 際 に は、 ユ ーザ側 を サ ポ ー トす る立場 に立 つ べ

一14L
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、

φ

き で 、ApplicationSelectionは ユ ー ザ が 行 な う よ う に す ぺ き で

"あ る
。

ApplieationSe・1ectionは シ ス テ ム 開 発 以 前 の 問 題 ど も い ,え る 。

12)シ ス テ ム ・サ_ベ イ(SystemServey)

シ ス テ ム ・V-rベ イは 、 開 発 プ ロ セ ス 全 体 の .5～10%の 労 力 を 使 う 。

ω サ ー ベ イ の 目的 パ

a.詳 細 な 問 題(要 件 も含 む)の 解 析

b・ ち が っftア プ ロ ー チ の 方 法(代 香 莱)の 検 討.-

c・ 改 善 の 勧 告o最 良 の 改 善 で あ る も の.

σ経 済 的 な ニ ー ズ を 満 す も の

o技 術 的 に 可 能 な も の

1ロ)生 産 物(Products)

a.デ ザ イ ン 要 件 記 述 書 －rDRS」(後 述)

(DesignRe(1uirmentStatement)

b.シ ス テ ム設 計 提 案 書

(SystemDesignProposal)

一 ユ ー ザ ・マ ネ ジ ャ
パ シ ニ ア ・マ ネ ジ ャの 承 認 を 受 け る 。

ヒハ サ ー ベ イ ・ タ ス ク

a・WorkStatementを 充 分 に 理 解 す る

b.予 備 調 査 の 計 画 をkて る(ServeyPlan)

c.デ ー タ 収 集(DataCollection)

d・ デ ー タ 分 析(DataAnalysis)

e.デ ザ イ ン 要 件 記 述 書(DRS)・ の 作 成

f・ 再 演 討(ユ ー ザ の 要 件 に つ い て)

-15一



g・ 他 の 可 能 な 方 法(代 替 案)を 定 式 化 す る"一

頭 の 中 の デ ザ イ ン で あ り 、 最 良 と 思 う も の を3つ 程 度 に ま と め る 。

h・'シ ス テ ム設 計 提 案 書(Proposal)の 作 成

i.再 演 言寸(承 えξ{)tl'・

以 上 の う ちf、iは チ ェ ッ ク ポ イ ン トで あ る。

i3)デ ー タ 収 集(Datagathering)

{4)デ ー タ 分 析(DataAnalysis)

(5)デ ー タ ベ ー ス の デ ザ イ ン(DataBaseDesign)

出 シ ス テ ム ・デ ザ イ ン の 前 提 条 件

a.デ ザ イ ン を 早 く 始 め る と 、 変 更 す るkめ に 変 更 す る と い う こ と に

な る の で、 デ ー タ の 分 析 が 校 了 し て か ら'、 設 計 を 行 な う こ と 。

b・ 人 員 と 仕 事 量 の バ ラ ン ス を 保ftね ば な ら な い 。

c.積 極 的 西 値 の あ る 明 確 か つ 簡 潔 な 情 報 で あ り 、 実 務 上 役 に 立 つ 情

報 で あ る こ と 。"

d.シ ス テ ムi充 分 な コ ン ト ロ ー ル を 組 み 込 ん で;bく こ と 。

e.必 要 性 と 利 益 と 貢 用 の バ ラ ン ス を 考 え る こ と 。

fl、 シ ス テ ム に 弾 力 性 を もkせ 、 モ デ ィ フ ィ ケ ー シ ョ ソ ・ メ イ ン テ ナ

ン ス に 耐 え 得 る よ う デ ザ イ ンす る こ と。'

(n)デ ザ イ ン ・タ ス ク

●

.

●

a

'
O

C

d.

シ ス テ ム の ※ 件 に つ い て の ・庚 討

シ ス テ ム ・フ ロ ー の 明 確 化

シ ス テ ム の 分 割 化

Sub-System・Segment化

フ ァ イ ル の デ ザ イ ン'・

-16一
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e.プ ロ セ ス の デ ザ イ ン ・ 』,∵ ・・'・ ・t『∵ 一'L:..':

f・ ス ペ シ フ ィ ケ ー シ ョ ン'㌧
.,tttttt/tt、"t

セ寸 シ ス テ ム ・ フ ロ ー(Systemflow)・ 、 ・1.・1、..・ 、{l

a・ ア ウ ト プ ッ ト の 要 件 を 明 確 に す る

ア ウ ト プ ッ ト の ド キ ュ メ ン ト 化

b・ イ ン プ ッ ト の 要 件 を 明 確 に す る 。

イ ン プ ッ ト の ド キ ュ メ ン .ト化

c.デ ー タ の 項 目(DefineDataElement)の 明 確 化

Charactor

DataElement .・ 』 …,・.

Record・ … 、.,. .・.

File・.

ノ

}→ デ ー タ 項 目 の ドキ ュ メ ン ト化

d・ デ ー タ ・フ ロ ー(DataFlow)・...1}

イ ン プ ッ ト か ら ア ウ ト プ ッ ト ま で の デ ー タ'の 流 れ を 再 確 認 す る 。

e・ シ ス テ ム ・フ ロ ー チ ャ ー ト(SystemFl・'owCharts)

〔例 〕NCR開 発A・DS・ 、i・ ・

(AccuratelyDefined.System)

NCRで 開 発 、NCR自 身 、InsuranceCompanyof

NorthAmericaで 適 用 、5種 類 の ド キ ュ メ ン ト を 使 用 し、

総 括 ド 子 ユ メ ン ト と 残 り4種 類 の ド キ ュ メ ン トを 相 互 関 連 さ

せ で 、 目 的 物 の お か れ た 位 置 を・明 確 に す る 『ドキ ュ メ ン ト方 法

で あ る 。 、 ・,.、.

翻 訳NCR「ADSに よ る シ ス テ ム設 計 」:参 照 。
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e)ア ウ ト プ ッ ト ・ ス ペ シ フ ィケ ー シ ョ ンtt'i』'1"

a.レ ポ ー ト そ の も の に つ い て の 記 述:'"

Description'三 」:'-:「・・:'/'

o目 的

Oデ ィ フ イiシ ゴ ン・

o特 性o使 用 ひ ん 度 ・ ・1.・tt

O使 用 三ポ リ'ま 一 ム'』

o配 布 先 」・一 ・';'■'・ い{…

o複 写 枚 数 ・1']'・1'/

b.レ ポ ー ト の フ ォ ー マ ッ ト 、 サ ∨ プ ル

oOutputFormatChart

OPrintFormat

oい サ ン プ ル ・ 「 ・

oPrinterContr61

困 イ ン プ ヅ ト ・ ス ペ シ フ ィ ケ ー シ ョ ン

a.イ ン プ ッ ト ぞ あ ト1もの に つ い て の 記 述

oIdentification…

o誰 が 作 成 ナ る の かt!1'lt'わ ∵

μ・t'd'作 成 ひ ん 度
、 ・イ ン プ ヅ ト の ・ひ ん 産

:・dボ リ
ュ ー ム'"ttt

心 』1掘'・"6'イ ン ナ シ ト の 媒 体 』

・ポ1イ ジ プ ジ ト の 保 存 ・』

b.イ ン プ ッ ト の フ ォ ー マ ッ ト 、 サ ン フ ル

。InpUtT'F・imdt・

-18-←'
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"":"("ttO`サ ン ブ ル ー't-'・t

い1フ ァ イ ル ・デ ザ イ ン の タ ス)

・"1'・a・ ㌔ 垣 ル ㌔ 土 レ メ ン トの レ ゴ ド 化

b.'レ コ ー ド の グ ル ー プ 化 →

ブ ロ ッ ク 長 、 レ コ ニ ド長 の 考 慮

固 定 長 か 、 可 変 長 か

コ ン ビ ネ ー シ ョ ン

プ ロ セ ス の ス ピ ー ド

メ イ ン テ ナ ン ス の 難 易 度

ア ク セ ス の 姫 易 度

コ ン ト ロ ー ル

c・ フ ァ イ ル の 組 立 て 、 配 列 の 決 定

Up-date

Reportingあ る 。

d.フ ァ イ ル の 媒 体 の 決 定

Tape・D}am,Disk等'

シ ー ケ ン シ ャ ル 、'ラ ン ダ ム

フ ァ イ ル の タ イ プ'

×ごC
riteria

長 さの決定に考慮を必

要 とす る。

の 関係 を よ くみ て 組立 て、 配列 を考 え るべ きで

Facto'"isi

い'

。 プ ・ セ ス あ 方 法

oメ イ ン テ ナ ン ス の 難 易 度

oコ ン ト ロ ー ル の 難 易 度 ∀

Oア ク セ ス の 方 法 ・'["

。 更 新 あ ひ ん 度

シ

OマAタ ー ・フ ァ イ ル め ジ ボ ー テ 才 ン グ ひ

倭L
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ん 度 お よ び ポ リ、ユ ー ム 、 デ ー タ の ボ リ ュ

ー ム 、.・ ,♂ ・.,

・o各 更 新 時 に お け るDataTransaction

と マ ス タ ー と、の 一 致 す る 割 合 。

hit・at,;力 紙 い ・(・5%以 下)と き は

デ ・ ス ク を 唄 い ζ き(1・%以 上)は

テ ー プ を 使 う 。..

e・OrganizeFile

f.フ ァ イ ル ・ス ペ シ フ ィ グ ー シ ョ ン 、

'

フ ラ イ ル そ の も の に つ い て の 記 述

00rgahijatio凪/Structure

oブ ロ ッ キ ン グ ・.フ ァ ク タ ー

Labelレ コ ー ド

Headerレ コ']・ ド

Trailerレ コ ー ド,...,,

oフ ァ イ ル ・サ イ ズ の 規 模

oバ ッ ク ア ッ プ(保 存), .

o保 全 → ア ク セ ス し て よ い'も .の

Oプ ロ グ ラ ム は ど の よ う にi重 用 し て い る か

フ ァ・イ∴ル の レ イ ア ウ ト

{6)プ ロ セ ス ・デ ザ イ 、ン

ω 機 能

プ ロ セ ス ・デ ザ イ ン に は2つ の 主 な 機 能 が あ る 。

a・ 適 当 な オ ペ レ ー テ ィ ン グ ・サ 、イ ク ル に 分 割 す る

一20一
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b.サ ブ シ ス テ ム に 分 割 す る",

{ロ)プ ロ セ ス ・デ ザ イ ン に よ っ て 作 ら れ る 文 書

…a.フ ロ ーーチ ャ ー ト

b・ プ:ロ グ ラ ム 仕 様 書

肉 プ ロ㌣ 』'デザ イ ンの 内容

a・ イ ン プ ッ ト ・デ ー タ 収 集

b・ 編 集 と 検 証

c.更 新 ・

d・ 分 類

e・ プ ア イ ル 抽 出

f・ 報 告 書 作 成

←)サ ブ シ ス テ ム の 種 類

a.イ ン プ ッ ト ・サ ブ シ ス テ ム

b.ア ウ ト プ ッ ト .〃

C・ ル ー チ ン ・ プ ロ セ ス シ ン グ ル

d.エ ク セ プ シ ョン"'

e.コ ン ト ロ ール 〃
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〔イ ン プ ッ ト ・サ ブ シ ス テ ム の 例 主 ・ ・

資材購入注文書
の準備

在 庫 入 出庫 の トランザクション

を準 備

コ ン バ ー シ ョン

編 集
検 証

コ ン トロール

情 報

入 出 庫
トランザクション

(コ ン ピ ュー タ)

こ の 例 で は 、 イ ン プ ッ トが カ ー ドに な っ て い る が 、 代 り に 紙 テ ー

プ やCRTを 使 っftら ど う か 等 を 考 え る 。 合 理 的 な オ ペ レ ー シ ョ ン 、

効 率 的 な コ ン ピ ュ ー タ 利 用 を 考 え な が ら設 計 す る わ け で あ る 。

困 プ ロ グ ラ ム 仕 様 書

フ ロ ー チ ャ ー トを 基 に し て 、 そ の 中 の 夫 々 の プ ロ セ ス 毎 に 下 記 を 記

述 す る 。

a・ プ ロ グ ラ ム 概 要

b.マ イ ク ロ ・ フ ロ ー チ ャ ー ト

T22一
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〔例 〕

Uill
,2AL!1!14--T[コ

c.論 理 フ ロ ーt'/t・'1

論 理 プ ロ、L・…を 表 わ す に は3つ の 方 法 が あ る 。'・-t'・

一 つ は 叙 述 的 表 現t'"tt;1 ・{

二 つ は ブ ロ ッ ク ・ダ イ ア グ ラ ム ・ 祠 ・,;.、し"

三 つ は デ シ ジ ョ ン ・テ ー ブ ル..・ ≡

叙 述 的 表 現 は 文 章 力 を 要 求 さ れ る の で 、 よ い 方 法 で は な い 。

ブ ロ ッ ク ・ダ イ ヤ グ ラ ム も 限 ら れ た 枠 の 中 で'書 ぐ の で 誤 解 が お

き や す い δ

デ ン ジthン ・ テ ー ブ ル が 最 良 の 方 法 で あ る 。r

米 国 で は デ シ ジ ョ.ン ・テ ー ブ ル が 最 良 の 方 法 と 判 っ て は い る が 、

伝 統 的 な 方 法 ～ ブ ロ ッ ク ・ダ イ ア グ ラ ム ～ を 打 破 る 事 に 抵 抗 が

あ っ て 、 採 用 し て い る 企 業 は 少 な い の が 現 状 で あ る 。

d.イ ン プ ッ ト仕 様 書

e.ア ウ ト プ ッ ト 〃

f.プ ア ィル"

以 上a～fを プ ロ グ ラ ム 毎 に1つ の フ ァ イ ル に ま と め て マ ス タ ー を 作

る 。
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(7)シ ス テ ム ・ス ペ シ フ ィ ケ ー シ ョン(シ ス テ ム 仕 様 書)

こ れ は 、 シ ス テ ム ・デ ザ イ ン の 最 終 段 階 で あ っ て 、 そ れ ぞ れ の 個 々 の

仕 様 書 を ま と め て 、 総 合 化 し た シ ス テ ム仕 様 書 と し て 文 書 化 す る 。

ω シ ス テ ム記 述 書

tロ)シ ス テ ム ・フ ロ ー チ ャ ー ト

困 報 告 書 仕 様 書

⇔ イ ン プ ッ ト仕 様 書

困 フ ァ イ ル 仕 様 書

Nデ ー タ ・ エvメ ン ト用 語 集(DataElementGlossary)

田 沓 プ ロ セ ス 仕 様 書

a)一 ・Nは シ ス テ ム 全 体 を 総 括 的 に と ら れ ・ftも の で あ り 、{ト1は 個 々 の プ ロ

セ ス 仕 様 を 集 め た も の で あ る 。

な お 、 以 上 の 外 に 次 の2つ の 仕 様 書 を 必 要 と す る 場 合 が あ る 。

尉 シ ス テ ム ・テ ス ト仕 様 書 一

テ ス トの ア プ ロ ー チ の 方 法 を 概 略 記 す も の で 、 実 際 の シ ス テ ム テ ス

トは プ ロ グ ラ ム が 終 っ た 段 階 で も う一 度 テ ス ト'プ ラ ン を 詳 細 に 立 て

ね ば な ら な い 。

(・i))〆コツ バ ぐ一 シ 、ヨツ 仕 様 書t－

概 略 で 良 い 、 ・ど の よ う な 方 法 で コ ン バ ー ジ ョ ン を 行 な うか 。

一24"

●

,



(8)プ ロ グ ラ ミ'ソ グ

'』'プ ・ロ ・グ ラ ミ・ン グ(P;rogrammi:㎡i9う'

●

●

Task Products・"㌃ ・、1…

㈲ ス ペ ック の理 解 ブ ロ ッ ク ・ ダ イ・ア グ ラ ム 』 層1

デ シ ジ ョ ン ・テ ー プ
,ル弓

『

回CodingandComptle ソ ー ス'リ ス ト・(エ テ の・●
,も の)

ピ}TestingPlani…ng・ ・1 テ ス ト ・ プ ラ ン'∫ ㌧1:

ヒ)TestDataの 作 成
.

テ ス ト ・デ ー タ
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米 国 で は 、 プ ロ グ ラ マ に つ い て は 上 記 資 格 に 応 じ 給 与 水 準 が 区 別 さ れ

て い る 。 ジ ュ ニ ア8千$/、 年 、 中 放12～14千$、 シ ニ ア14～22

千$で あ る 。..い

(9)シ ス テ ム ・テ ス トL'

こ れ は シ ス テ ム 仕 様 書 、_シ'ス テ ら ・テ ス ト仕 様 書 、 コ ン バ ー シ ョン 仕

様 書 そ の もの を テ ス ト'ず る 為 の フ ⊂ 一 ズ で あ るc

出 切 の ㈲ 、(リ)で 書 い・た 概 略 計 画 を 詳 細 化 す る い,

回 テ ス ト ・デ ー タ の 準 備
tt..,二ls、

誰 が 、 ど こ か ら デ ー タ を も っ て き て 、 ど う い う 方 法 で テ ス トす る か

を 決 め る 。

テ ス ト ・デ ー 麺 は 、Sim・1・ti・nに よ る も の とR・alプ 云

SpecialCasevaよ る も の と2つ の 方 法 が あ る が 、 今 ま で の 経 験 か ら

す る とRealを 随 う 方 が よ い と 云 え る 。Rea1の 場 合 特 に 例 外 処 理 が

カ バ ー で き な い の で 、 そ れ にSpecialCaseと し て 例 外 デ ー タ を 作

成 し て 追 加 す る 。

・ 凶 ・テ ス ト結 果 の 検 証 ・

シ ス テ ム ・テ ス トの 結 果 に 対 し て 責 任 を も つ の は ユ ー ザ で あ り、 ア

ナ リ ス トは テ ス ト の 計 画 や 実 行 を 担 当 す る も の で あ る 。

従 っ て 、 シ ス テ ム ・テ ス トに 二 一 ザ を 参 加 さ せ ね ば な ら な い し ・ 又 ・

結 果 に つ い て ユ ー ザ の 承 認 を と る 様 に す べ き で あ る 。

⑩ ユ ーザ ・ ト レ ー ニ ン グ

ω コ ン バ ー ジ ョ ン

u)コ 、ン バ ー ジ ョ ン の 内 容

Oデ ー タ ・ フ ァ イ ル の 成 生 … … 古 い シ ス テ ム の フ ァ イ ル か 新 し い フ ァ
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・.'、 イ ル を 作 る 。、 →・

O新 シ ス テ ム の す べ て の 帳 票 類 の 準 備

O機 器 の 操 作 方 法 の 習 得 パ
・〇 一 三

(ロ)コ ン バ ー シ ョ ン の 方 法.1,1,1..:・

oI㎜ediate(Total)Convers輻on・
二・:・・}∵ ▽、

緊 急 を 要 し た り 、 大 き な コ ン バ ー ジ ョ ン は こ の 方 法 が よ い 。∵ ⊃

One'timeConversionと も い い 、 一 度 に や っ て し ま・う 方 法 で あ

る 。'・'・ … .

'ophasedConversion

段 階 を 追 っ て 徐 々 に や る 方 法 ・・,、 ..

上 記 の ど ち ら の 方 法 で コ ン バ ー ジ ョ ン を 行 な う か は シ ス テ ム仕 儀 書 に

、も ど り ・ つ ぎ の 事 項 を 考 慮 し て 決 め な け れ ば な ら な い 。 一 一 … 、

oシ ス テ ム の タ イ プ(日 次 か
、 月 次 か 、 資 材 の シ ス テ ム か 会 計 の シ ス

テ ム か 等)

oデ ー タ の 量

oコ ン バ ー ジ ョ ン に 対 す る 有 効 性(availabi .1ity)・ ・

oデ ー タ の 正 確 性

oコ ン ト ロ ー ル

ω 文 書 化"'."
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第3章 シ ス テ ム ・サ ー ベ イ

1.デ ー タ収 集 ・'一

デ ー タ ・ギャザ リン グ とは、 現 在稼 働 してい る 業務環境 の 中か ら、.必要

か つ 適 切 な デ ー タ(イ ン フォ メ ー1シ'ゴンり を 選 び 出す 作業 で あ る。

こ の タス クは 、 シス デム ■tデザ イ ンの サ イ クルの 中で2回 に 分け て お こ

な われ る と考 え て よい。ン最 初は シス テ ム ・サ ー ベイの 段 階 で手 がけ られ る

が 、 これは デ ー タ ・ギ ャザ リングの 全 タ ス クか らみ て、 せ いぜ い20%程

度 の ウ ェ イ トを お・Vileも の とみ て よい。香 椿 的 な 作ii養は デ ィテ]ル ・デ ー

タ ・ギ ャザ リン グの段階 に おい て 手 がけ られ 、 こ こで は組 織 末 端 の人 々と

㍉づ接 触 まで 含 めた 巾広 い、 ま め 細 か い作業 が 必 要 とな って く る。.

デ ー タ ・ギャ ザ リン グの 目的 は 、 こ う した 作業 を通 じて次 の ような諸 点

を追 求 す る こ と に ある 。

o現 在稼 働 してい る シス テムの 実態 を掌 握 し、 定 義す る。

O新 しい要 請が 何 で ある か を確 認 す る。

。 多 くの デ ータの 中か ら関係 あ る イ ンフ ォメ ー シ ョンを 選 び 出す 。

Oマ ネ ジ メ ン トか らの要 請 が 達成 可嘘 な もの か 、 あ るい は 修 正を 必要

とす る もの で あ るか 等 に つ いて 評 価、 庚謝す る。

Oイ ン フ ォ メー シ ョンを組 織化 し、 オ ー ガナイ ズす る。

デ ー タ ・ギャザ リ ン グに は い ろい ろな 方法 が あ る が 、以 下 に これ らの 中

か ら6つ の方法 を 選び 、そ の各 々の テ ク ニ ックその 他 に つ い て 述 べ る。

U}文 書 の収 集

文 書の 収 集 は イン タ ビ ュウに よる デ ータ収集 と平 行 して 行 なわ れ る。

本 作業 に際 し ては 、 前 もっ て どの ような デ ータ を集 めて お い て欲 しい
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か 当 該 部 門 に 伝 え て お く の が 良 い 。

,収 集 の 対 象 物 と し て は 次 の 虻 うな も の が あゐ 。

o組 織 図(OrganizationChart)

o予 算(UserBudget)・ 、

。 手 続 書 、 マ ニ ュ ア ル(Procedure、Policyiylanua1)

仕 事 は 往 々 に し て マ ニ ュ ア ル 通 り に お こ な わ れ て い な い ケ ー ス が

多 い 。 マ ニ ュ ア ル を バ イ ブ ル と 考 え て は い け な い 。、

oレ ポ ー ト(heport)

コ ピ ー を と る 。・実 際 に 演 用 さ れ て い る も の を 集 め る 。

。 …k式(Form). 、・

こ れ を 実 際 に 記 入 し た も の が よ い 。

Oプ ア イ ル(Fi!e)

② 現 場 の 観 察

現 場 に 実 際 に 出 か け て い っ て 観 察 し な が ら デ ー タ の 収 集 を お こ な う方

法 で あ る 。.、

利 点 と し て は 、

o仕 事 の 流 れ を 知 る だ け で な く 、 例 外 的 な ケ ー ス に つ い て は ど う

処 淫 す る か と い っ た 様 子 が 知 れ る 。.

O仕 事 の 中 断 の 様 子(例 え ば 電 話 な ど で)が 見 れ る
。、

oア ナ11
.ス ト と 堀 場 の 人 と の 間 に 直 接 の 触 れ 合 い が あ るkめ 以 後

の 仕 事 に も 好 ま し い 関 係 を 育 成 で き る 。

た だ 、 こ の 方 法 は 残 念 な が ら 余 り 利 用 さ れ て い な い 。 そ の 理 由 と し て

は1'・ 一 ・ ・1.・:/∴

O時 間 や 費 用 が か か る 。1
.一/
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Oア ナ リ ス ト側 に 自 信 が な いftめ 避 け る・ク ー ス が:あ る 。

観 察 を 行 な う 際 に は 、 予 め'予 備 的 ・海 作 業 と'し て 、:.次 の ζ と を お こ な っ て お く

て お く の が よ い 。 ・:t『 、;∫.t.tl、.,;'ノ'i.,

Oイ ン フ ォ メ ー シ ョ ン を 集 め た 場 合 の 様 式 化 を 考 え て お く。

(Format!o・fS㎜aポy)

;・ ・Oあ ら か ・じ め 『マ.ネ ジ メツ トの 了 解 を と っ て'お く こ と 。

(3)i業 務 概 要 の 掌 握 ・.'

こ の 作 業 を 遂 行 す る た め に は 、 ユ ー ザ 側 の 筋 力 が 不 可 欠 で あ る。

各 部 門 に お い て 、11～2名 は 必 ら ず 部 門 全 体 の 業 務 概 要 につ い て 掌 握

し て い る 人 が い る(KeyStaff)。 こ う い う人 を ま ず 見 つ け 出 し 、 こ の

人 を 介 し て デ ー タ の 収 集 を か ご ・な う・。 一

こ の 方 法 は 、 形 式 だ っ だ プ ロ セ デ ュ ア が な い 場 合 に 適 用 ざ れ る が 、 特

に 次 の よ う な 点 に 注 意 を 払 う こ と 。

。Simp
,lhe.`F・ 晒t繊 備 ず る・・

oア ウ ト)イ ン、 短 い説 明 文 をつ け る こ とを要 求 す る。'

o短 時 間 に 回収 す る。

この 作莱 に は、 ある程 度 の イ ン ブ ォメ ー シ ヨンを集 め・ 知 識が で きて

か らで な い と無理 であ り、 アナツ ス トと して は 充 分 な 辛備 を 要す る(シ

ス テ ム ・ア ナ リス トだけ で な層ぐ、 コ ンサル タ ン トに も使 え る)。 また、こ

の作 業 を通 じて、 説 明者 側 が 問 遠 点 や 解決 点 を 指摘 して くれ る ケ ース が

非常 に 多 い。t'-11-

(4)・文 献 調査 二L'・"・

何 度 も同 じ作 業 を く り返 す こ とを 避 け る た め に、 同 じよ うな ケ ース を

他 所 か ら探 し出 して きて 参考 にす る。 ＼
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で は 、 ど う い う と こ ろ か ら 調 査 す る か 。、':t;"t'f=・.tt;・ ぼ

Oコ ン ゼ ユ「一 夕 会 社 を 通 じ て .'・

。 ソ フ ト ウ ェ ア会 社 を 通 じ て

.・.・ ・O、'一競 走 相 手 の 会 社 が ら い ∴1ブ い" .t… 『1.1_一 ・.1

た だ し 、 こ の 場 合 に 他 所 で 開 発 さ れ た も ごの淫 そ の1ま.ま 真 似 す る

の で は な く 、 ど の よ う な1問 題 匠 対 し ≡ こ れ を1ど の 、よ ウ に 処 理 し よ

う ど し1て い る か を 調 べ る 。 ∵、 い:.・ ぐ ・,ζ'二l

O技 術 尋 問 図 書 館 、 国 会 図 書 館 か ら 、 一べ ○ ▽.L・t

(5,'質 問,状i・ ごt:t・ ・:;,i

こ の 方 法 は 特 に 統 計 的 な 情 報 の 収 集(StatisξicalInformation)

に は 適 し て い る』。 短 期 間 に 多 ぐ:の 人 に 接 赦 で き 、 又 、'地 理 的 に 調 査 対 象

が 拡 が っ て い る 場 合 に も い 比 絞 的 安 い 費 用 で 調 査 が で き る と い.う 利 点 を

も っ て い る 。 へ1"一 ∴ ご.{.':').1-1

一 方
、 短 所 も あ る 。 例 え ば 、 ・質 問 の 内 容 が あ い ま い た ど 回 答 の:中 味 も

疑 わ し い し、また 回 答 が 真 実 か ど う か を 確 か め よ う が な い 。..'i..c

ま た 、 回 答 率 が 低 い 場 合 は サ ン プ ル と し て 使 え な い し 、集 め ら れ た 回

答 に 対 し 、 ア ナ リ ス トが 回 答 分 析 力 を 持 だ な い と 意 味 の あ る 回 答 を 引 出●
し 得 な い 。,・'.'

i吏い 方 が む つ か し い の で やkら に 使 う べ き・で は な い が パ マ ー ケ ッ ト ・

リ サ ー チ 等 に は 向 い て い る 。

質 問 状 の タ イ プ に は 次 の3つ が あ る 。 ・.t

oMultipleChoieeい く つ か の
1中か ら1つ を 選 択 さ せ る

OYes
,Noい ず れ か の 解 答 を 求 め る

。ShortAnswer
、欲 字 、 量 な ど で 表 現 で き る よ う に す る
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質 問 状 に つ い て 必 要 な 事 項

O質 問 の 説 明 書 に ど の よ う に 解 答 す る か を は っ き り と 説 明 す る こ

と 。'

o質 問 事 項 は わ か り や す く 短 か くす る こ と 、 回 答 時 間 も短 くて 済

'む よ う に す る
。".

.。 回 答 〆 切 の 時 期 を 明 示 す る 。,.,

oど う い う と こ ろ に 配 布 し た か を 明 ら か に す る こ と 。

(6)面 接(イ ン タ ビ ュ ウ)i

面 接 は デ ー タ 収 集 の 方 法 と し て 最 も 良 く 使 わ れ て い る が 、 同 時 に 最 も

ま ち が っ て 使 わ れ て い る ケ ー ス が 多 い 。

特 に ア ナ リ ス トが 準 備 不 充 分 な ま ま イ ン タ ビ ュ ウ に の ぞ ん だ り 、 イ ン

タ ビ ュ ウの 着 果 を 充 分 に ド キ メ ン トで き な い 場 合 に は 、 そ の デ ー タ は 客

観 的 な も の と し て 取 り 扱 う こ と は で き な い 。

こ う し た 事 態 を 避 け る た め に 、 イ ン タ ビ ュ ウを 充 分 に 組 織 だ て て 準 備

す る 必 要 が あ る 。

㈹ イ ン タ ビ ュ ウ に は 次 の タ ス ク が あ る 。

a.イ ン タ ビ ュ ウ の 準 備.、

Oイ ン タ ビ ュ ウ'ガ イ ドを 作pXす る

Oイ ン タ ビ ュ ウ ・ス ケ ジ ュ ー ル を 作 成 す る

oイ ン タ ビ ュ ウの 結 果 を ど う 処 理 す る か を 決 め て お く

b・ イ ン タ ビ ュ ウ の 実 施

'c・'イ ン タ ビ ュ ウ の 結 果 を ド キ ュ メ ン ト化 す る ,

{ロ}イ ン タ ・ビ ュ ウ ・ガ イ ドに つ い て

く 第1段 階>Listing.ofTopics
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"ま ず
、'イ ソ タ ピ 三 ウを 始 め る 前 に ど うい う'ご とを 質 問 す る か と い う

ト ピ ッ ク を 盛 り 込 ん だ も の を 作 成 し 、 あ ら か じ め 相 手 方 に 配 っ て お く 。

(同 時 に イ ゾ タ ビ ュ ウ の ス ケ ジ ュ ール を 知 ら せ て お く の が よ い)

'」<第
2段 階>SpecificQuestions

そ れ ぞ れ 質 問 の 相 手 に よ っ て 質 問 の 内 容 は 変 っ で く る 。 例 え ば シ ニ

ア ・マ ネ ジ メ ン トと オ ペ レ ー テ ィ ン グ ー'マネ ジメ ン い ま ・た 事 務 的 な オ

ペ レ ー シ ョ ン に 関 係 し て い る 人 と で は 、 そ れ ぞ れ 異 っ た 質 問 を 準 備 し

な け れ ば な ら な い 。11

で は 、 ど ん な こ と が 質 問 さ れ な け れ ば な ら な い か に つ い て1次 に1

'つ の 例 を リ
ス ト 」'デ シ プ し て み る 。

シ ニ ア ・尋 ネ ジ メ ン トVに対 し て'

σ マ ネ ジ メ ン ト ・ポ リ シ ー

o将 来 の 計 画 t

o予 算etc

オ ペ レ ー テ ィ ン グ ・マ ネ ジ メ ン トに 対 し て 、

o組 織'

oマ ネ ジ メ ン ト上 の 問 題 点'・r

O彼 等 の 関 与 し て い る 予 算

o必 要 と し て ら る 情 報 は 何 かetc

直 接 作 業 要 員 に 対 し て 一 ・ご

rO^目 分
kち のPrOCedUreS(WOrd)1

。 ど の よ う な 手 続 を 使 っ て い る か

Oト ラ ン ザ ク シ`ヨ ン 、 ワ.ア イ ル ペ ア ウ ト プ ッ小

O他 の プ ロ ゼ ス と の 相 互 謁 係1 .1:1・ 一'
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.ρ.彼 等が考 え てい る問 題!点ジ そ れに 対す る 解決 策1・…・…etc

P寸dl .ンタ ピュウの ス ケヅ ユール ・

イ 子 タ ビュウ を どの よ うな順序 で 進 め る か を決 める ・

例 え ば1つ の方 法 と して、 ト,ップ ・.Yネ ジメ ン トか ら順 に 質問 相 手

を 下ろ し,てい く方法 が あ る。 こ、の方 法て はい 次 の護 れ に会 っ て話 を 聞

・ぐρ二が最 も効 率 的 か を上 役 か ら聞 き出すここ と・もで き る。

9)イ ンタ ビュウの 実 施

イ ンタ ビー の実 施 に 際 し て は、 特 に次 の 諸 点に 注意 す るこ とが 必要

で あ る。

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

う

何 が 目的 で イ ンタ ビュ ウをす るの か を痛 手 に よ く伝 え る

イ ンタ ビュウ は あ らか じめ準 備 した質 問 に よ って 進め る

ノ ー トを とる(テ ー プ を とる)と きは相 手 の許 可 を とる

シ ニア、 ミ ドルの マ ネ ジ メ ン トは で きる だけ その 部 室で おこ な

余 り積 極 的す ぎて も・困 る、(積極 的 なの は 好 ま しいが)

相 手側 に話 させ る

イ ン タ ビュア 　は 何 で も知 って い る と い う態度 は 避 け る

回 答が 不 明確 な と きは 聞き 返す

政 治 的 な 問題(・ 例 えば 企業 内 の)に は タ ッチす るな

他 所で の 回 答 と異 っだ 答 が 出 て きて も責 め ては い け ない

回 答に 食い 違 伶 や矛 盾 が あ っkら 第3者 を 通 じて調 整せ よ

回 答は 強 制す る な

相 手 か ら更 に 有 力 な 情 報の 聞 き出 し手 を 開き 出す

尊 閣 語 を 余 り使 うな(相 手側 の尋 問 語 は 理 解 す る よ うに)

-34一
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■

Oあ と で 追 加 し て 聞 け る よ う に つ な い で お く'ぼ ぶ ご'㌍t":t託

。 引 き ぎ わ を 上 手 に ,`㍑ 、

イ ン タ ビ ュ ウ に っ い て の ワ ー ク シ ョ ッ プ ・},

イ ン タ ビ ュ ウ の ワ ー グ シ ョ ッ プ は 下 図 に 示 す 様 な あ る 組 織 体 を 想 定 し 、槻

行 の 事 務 体 系 を 機 械 化 」 せ よ と 言 う 課 題 で 出 発 す る 。

イ ン タ ビ=ウ ・ワ ー ク シ ョ ッ プ の 狙 い は 次 の2点 に あ る 。t'

ほ)イ ン タ ビ ュ ウ す る 方 の 仕 事 の 分 担 を ど う き'め る か

{2)イ ン タ ビ ュ ウ'ガ イ ドを ど の よ う に 作 成 す る か

(BIGDPCの 全 体 組 織)
一 ビュ一回の 業 務 計画、 財 務 計 画 の作成

・更 新

一業 務活 動 の コス ト心 効 率
一ビ ュー ロ全 体計 画へ の 協 力

ノA

ア ド句 ザ リー
コミッティ

ディしクター
__一 一 ー 一

F

1方 エ ン川

| | lll
イ ンタ ーナ ル

テLタ ・プロセス
フ石グラミング

エクスタづ ツレ

デ ータ ・プ白セス
プログラミング

リサ ーチ
ディベロフソント

イクイフソント

サ ー ビス

ファイナンス

ア ドミニ スレ
ーシ ョン

馳

ナショナル

DPイ ンフォメ
ーションセンター

,∠

/
's/
テ沙 イプ
ライン

〉 、

麟)(団)PIC)

ll

嘉 鵠/リ ージ。_。,ス
(支 部)/

=ンノ

1

.、

ローカル

オフイス
デ「タ 処 理
センター

(20人)

約10ケFJkテ レタイプ・ライン

僅頴

ノー ソナル

(2人)

アカウンテ ィング サ プ ライ
センター (5人)
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2.デ ータ の 分 折

(1)目 的

デ ータ 分 析の 目的 は 次 の3つ で ある。

ω デー タを体 系 化す る こ と

回 現行 の シス テ ムを 記 述 出来 る ようにす る こ と

記 述の 方法 と して は 、つ'ぎの もの が あ る。

oフ ロ ー ・チ ャ ー ト

Oデ シ ジ ョン ・テ ー ブル

O文 書 記 述

肉 問題 の 定 義

② ア ナ リス トの 分担

ジ ュ ニア ・アナ リス ト… … … デ ータ収 集

シニ ア ・ア ナ リス ト デ ー タ分 析

(3)問 題 の 定 義

7ナ リス トは 、基 本 的 問題 は何 か に つ い て 充 分 見分 け る こ とが大 切 で

あ る 。

問 題 定 義 は 次 の 項 目 に つ い て な さ れ る 。

〈d)オ ペ レ ー テ ィ ン グ ・ コ ス ト

回 カ ス ト マ ・サ ー ビ ス

ヒ寸 キ ャ パ シ テ ィ

⇔ 組 織

閨 シ ス テ ム の 効 率

5.デ ザ イ ン ・ リ ク ワ イ ア メ ン ト,・ス テ ー トメ ン ト

ー36_
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D・R.Sは シス テ ム ・サ ーベ イの 中で は最 も重要 な文 書 で あ る。

これ まで の 問題 の定 義、 シ ス テ ム ・サ ーベ伝 デ ータ収 集 、 デ ー タ分析

の 各 タス ク より得 た情 報 を も とに しで、以 下 の 事 項に つ い て マ ネ ジメ ン ト

と ユ ーザ向 け に 報告 書 を 作成 す るこ とで ある。'

ほ}イ ンフ ォ メー シ ゴン'フ ロー

(2)目 的

(3)制 約 条件

{4)仮 定'h

{5}イ ンプ ッ ト

(6)ア ウ トプ ッ ト

(1,イ ン フ ォメ ー シ ョン ・フ ロー

現行 シス テ ムに おけ る情 報 の流 れ を作 成 す る事 に より、 現 行 シス テ ム

の 問題 点 、新 シス テム の 目的 が明 らか に され ね ば な らな い 。

② 目 的

最 小限次 の3つ を 明 らか に せ ね ば な らな い。

H)ユ ー ザ ・サ ー ビス

回 マネ ジ メン ト ・コ ン ト ロール

セソ 事 務 量 の軽 減

在 庫 管 理 シス テ ムに事 例 を とれ ば

くd)vaつい て は… … ユー ザ 例の 部 品 の調達 時 間 の短 縮

回"… … 在 庫 コ ン ト ロ ー ル 、 予 算 コ ン ト ロ ー ル

ヒソ"… … 在 庫 事 務 の 合 理 化

な ど で あ ろ う。

(3)制 約 条 件

一37一



シ ス テ ムに は制 約 条 件 がつ き もの で あ る。 これ を 明確 に し てお か ない

と、 あ と あ と"何 故 それ をや らな か っ た"と 言 う ト ラブル が 生 ず る 。具

体 的 に は 制約 条件 とは、 アナ リス トの コ ン トロ ール に・な い条 件、 状 況、

方 針 な どで シス テ ム ・デ ザ イ ンの場 合 の 限 界点の ζどで ある。

例 えば 、 ハ ー ドウ ェ アの 点 で コ ン ピ ュr－久5セXタ が 分散 し てい る こ

と とか ・ 法的 枠 ・そ の 他 競争 状態 が シス テ ムに 「制約 」 牽与え る事 が 極

め て 多 い 。}、'・:、

(4)仮 定

情 報 が 不充 分 な場 合 、或 は 全体 的 な 承 認 が得 られ ぬ場 合 「仮 定」 と言

う形 が設 け られ る。 ・、'、

不明 確 な条 件 は どん な もの で も リス トしペ マネ ジ メン トに より解 決 さ

れ ね ぱ な ら,なぬ 。・る して、三不確 実 性 を解 決 し な い うち は シス テ ムの 開発

を進 め る事 は 出来 な い。

例 え ば 、オ ン ライ ンか非 オ ン ライ ンか 等が これ に 当 る。

(5)イ ン プ ッ ト 、 ト ・・

歪 な イ ン プ ットは 示 され ねば な らな い。 ・

例 え ば、 請求伝 票 とか 、 納品 書

〔6)ア ウ トプ ッ ト

主 な ア ウ トプ ッ トは 示 され ね ば な ら ない。.、

例 え ば.在 庫 品の カ タ ログ、 在庫 リス ト、 注 文書

な お、 イ ンプ ッ ト、,ア ウ トプ ッ ト共 シ ス テ ムの範 囲 を規定 す る の に役

立 つ事 は 言 うま で もな い。

D.R.Sの ワ ー クシ ョ ップ
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●

D・R・Sの ワ ー ク シ ョ ッ プ は 、 先 の 「BIGDPC1∫ に お げ6'i補 給 品 在 庫

管 理 シ ス テ ム を 、 こ れ 富 で の シ ス テ ム ・サ ー ベ イ 、 デ ー タ ・ギ ャ ザ リ ン グ'

で 得 た 情 報 を 基 に し て ・ サ ー ビ ス 、 コ ン ト ロ ー ル の 見 地 か ら 立 案 ぜ よ … …

と 言 う 課 題 で 出 発 す る 。 ・'

4.シ ス テ ムtlデ ザ イ ンeプ ロ ポ ー ザ ル ・'1…、 ・',・.1,Llf、

こ れ は シ ス テ ム'サ ー ベ イ の 最 終 段 階 で あ る 。 一 ∫'.

〈0プ ロ ポ ー ザ ル の 準 備 ・"・t'1'・ ・'い

的 ま ず い くつ か の 代 案 を 作 る'∴

(ロ)的 の 中 か ら 半 分 位 を 弟 一 次 選 抜 す る ・ ＼ ・

⇔ リジ ェク トし た 代 案 に つ い で も 事 由 を 簡 記 す る

@選 ば れ た 個 々 の 案 に つWて 詳 細 展 開 す る1・'!

.困 各 代 案 を 比 較 し 易 い 様 に 記 述 す る

Nレ コ メ ン デ ー シ ョ ン

ど ち ら か と 言 う と プ ロ ジ ェ ク ト ・チ ー ム と し て ど の 秦 が 良 い ど言 う

様 な き め つ け は し な い 方 が 良 い 。 な ぜ な ら 最 終 決 定 はuserが 行 うか

ら で あ る り ㌦・

プ ロ ポ ー ザ ル は 、 一 投 的 に は 客 観 的 に 叙 述 し 、 一 見 ど の 秦 が 良 い の か 判

ら ぬ 書 き 方 が ベ タ ー と言 わ れ て い る 。

② プ ロポ ー ザ ル に 記 述 す る 内 容

博 デ ザ イ ン 記 述

Oフ ロ ー ・・チ ャ 一一 ト'1'・ 、

プ ロ セ シ ン グ ・ア ウ ト プ ッ ト、 イ ン プ ッ トを 記 述 す.る 一'1じ

Oモ ジ ュ ー ル 化"一 河 ∵'
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各 モ ジ ュ ー ル の 範 囲 を 明 確 に す る

oア ウ・ト プ ッ ト

oイ ン プ ッ ト

Oデ ー タ ベ ー ス

媒 体 は 何 か 、 構 成 、 を 記 述 す る

以 上 に よ っ て 、 経 済 性 、 技 術 的 可 能 性 、 オ ペ レ ー シ ゴ ナ ル な 可 能 性 が ・

明 確 化 さ れ る 。

回 シ ス テ ム に 考 慮 さ る べ き 諸 要 件

O入 側 人 位 要 す る か 、 特 殊 な ジ ョ ブ は な い か

。 物(機 器)

。 手 続 ど の 嫌 な オ ペ レ ー シ ョ ン に な る の か

O組 織 組 織 の 変 更 が あ る の か

。 コ ン バ ー ジ ョ ン 現 行 → 新 シ ス テ ム に コ ン バ ー ジ ョ ン す る に は 一

気 に や る の か.漸 進 的 に か

←ハ 費 用 と 効 果

o開 発 コ ス ト

Oオ ペ レ ー シ ョ ナ ル な コ ス ト 回 線 料 、 端 末 コ ス ト、 メ ン

テ ナ ン ス に 要 す る 人 、 入 出

力 チ ェ ッ カ ー

マ シ ン ・オ ペ レ ー タ 《

O目 に 見 え ぬ メ リ ッ ト、 デ ィ メ リ ッ ト モ ラ ー ル 、 イ ン モ ラ ー ル

ス ケ ジ ュ ー ル

(3)代 案 間 の 比 較

tイ)代 呆 の エ レ メ ン ト
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も

㌻ 《烈 ぐシ=ス1テ 冷 の タ イプ'≠ マ ニ ざ アル か 、1オ ン ライ ゾか ξ オ ブライ ジζか

。 プ ア イ ル 媒 体

Oオ ペ レ 」 シ ョ ン'…".'λ

回 …各 代 案 が 充 足 出 来 る 要 件 と 不 可 能 な要 件 …'＼"… ビ

ヒソ 評 価 の1基 準 ・ ・

'o開 発
コ'ス ト.':

oオ ペ レ ーツ ヨ・ン ・コ ス ト'"㌧ と'tt、

。 開 発 時 間

O運 用 の 複 雑 性 、 ピ ,

/
'・o・ 利 益 ・ 、:9P,三:

一 ・。 新 設 備'・';

シ ス テ ム ・デ ザ イ ン の ワ ー ク シ ョ ップ

シ ス テ ム ・デ ザ イ ン の ワ ー ク シ ョ ッ 〉は っ ぎ の 概 要 の よ う な 会 社 を 想 定

'し
、 こ の 会 社 に つ い て 事 務 処 理 の 機 械 化 を デ ザ イ ンせ よ と 言 う課 題 が 与 え

ら れ る 。(次 ペ ー ジ)
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,※ ・ア メ リ カ ・・コ ン シ ゴ ー マ ー ・サ 一溜 ス 会 社 に つ い て

A・ 沿 革.:.、 一一ペ ー、・

ア メ リカ ・コ ンシ ュ ーマi-e;坑 ÷・ビス 会 社(、A℃S社){姑,L94・16.年 、

質の 高い 小売 組 織 と して設立 され た。 戦時 中衣 類 製造 業 と七 て多 額の金 を

蓄 積 した5人 の 兄弟 は 、 ボス トン、 ニ ュ ー ヨーク、 フ ィ ラデル フ ィアに 、

増 加 しつ つ ある 中産 階 級へ ・特選 ・高 級 品 を・販 売 す る た めに 小売 店 を 開設

しk。1949年 ま で にACS社 は 製 造設備 を売 り払 い、 東海 岸 と 西海 岸

に 店舗 を拡 張 し、25店 舗 ま で に なっ た。1952年 、ACS社 は米国 の

あ ら ゆる主要 都 市に店'舗 を持 つだ 。 しか しな がら、1967年 ま で に か な

りの数の 吸収 、合 併(ACS社 は2つ の小 規 摸な 小売 チ ェ ーン を合併 し、

い くつか の デ ィス カ ウ ン ト ・ス トアを 吸収 し、又 ジ ョー ジア州 に ある 繊維

製 造 工場 を買収 しk。)に よっ で特 色づ け、られ る一1・.5:年間の 急激 な成長 の

後 、ACS社 は50州 に 合 計794店 舗 を所 有す る こ とに なっ た。'・現 在 の

拡 張 率 は 今後5年1司 は 続 く と予 想 されゐ 一 す な わち、ACS社 は米 国・に

1年 間 に お よそ10の 新店 舗 を 開設 しつ つ ある とい う こ とに な る。 ヨTロ

ッパ の 子 会 仕の 吸収 を 現 在考 慮 甲で あり、 日勤 卓 リース の チ ェー ンの 買収

とい っftよ うな、 多 くの他 の 荷 しい投 機 が 目下 行 な われ てい る。ACS社

の経 営 者 は現 時 点 を 現 行 の 運営 手 続 きの 統 合 と改 善 の 時 明 とみ な して い る。

経 営者 は 次の よ うに述べ た 。 「今 後の 拡 張 に 取 りかか る前 に、 現 在の 祖 織

の"完 全 な 集中 管理"を 果 た し てい る、 と い うことが 保 障 され ねば な らな

い 。 」 「例 えそ れ が"よ り多 くの コ ン ピュ ータや関 連 機 器 の導 入を意 味 す

る もの であ って も、 この よ うな菅凶 を達成 す るの に 必 要 な あ らゆる ステ ッ

プを と る"に や ぶ さか で な い。」
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¶

B・ デ ータ 拠 理 活 動'・ 」'"t'一 バ'{'t:∴1:1い ‥1`t'・":ttt:'・

19層49年 、ACS社 ぱ 在 庫 記 録'を 維 持 す るの に 役 立 つ い'<α ⑳ の 電 子

会 計 機 を 賃 借 し た 。 又E'AMの 装 置 が 得 意 先 み 会 計 レ ロ'→'ドi抵 ⊃ ピ ゾ グ

のftめ に 使'わ れ だ 。 ユ9=5・12∵ 年 ま'fで陰 金 で の 主 要 地 方 事 務:所:が}E・AMの

装 置 を 所 有 しYctl'そ し て い く つ か の よ・1り小 規 模 な 地 方 事 務 所 ぱ 渉 ∨ ピ ス ーL・

ビi-"・n='→ をi利 用:し て い だ61196・ ・1年 、 ・ACS社 が 当 時 財 産 管 理 を 受 け

て い た 会 社(HalabyandCompany)ヵ ・:らv」・1グルFプ の 小 売 店 を 吸 収L

ftn.'i"ACS社 は 当 社 の・最 初 の コ ン ピ ュ・-1タ ー♂小 規::geな 第:29世 代 の 商 業 用

コ'・ン ピ⊆'」 タ ～ を 導 入 じ'広'ぶr962年 め 始 め 、 ・ニ ュ";」ヨ・4ク に!ド 規 模 の

デ ー タ 処 ・理 ス タ ッ フ が 公 式 碇 組 織 さ れ 、 そ し で 数 ゲ 月 以 内 に ….ジヵ ゴ ξ ア ト

ラ ン㌻ダ 、 ダ ラ ス 、 サ ン フ ラ ン シ ス コ に4つ の 地 方:コ'ン ピ ュ ー テ ィ・'ング ・セ

ン タ が 設 立 され た 。.○'で ・..

'各 地 方 コ ン ピ ュLテ
ィ ン グ ・セ ン タ ぱ ご ピ ごくヨ ー:ク:で'の 最'初 の 導 ㌧入 と 全

く 同 一 の 機 種 構 成 を 保 持 し て い た 。 最 初 の ツ ス デ ム の 殆 ん ど全 て が プ ロ グ

'
・ラ・ミ'ゾ グ 請 負 機 関 に よご〉 て1完 成 さ れk

。 そ の 機 関 の 活 動 はACS-社 のDP

サ ー ビ ス 部 に よ り 監 督 され て い た し 、・そ の 機 関 は 現 在 で も 全 で の デ ー タ処

理 シ ス テ ム の 開 発 、 設 置 、 保 守 の 責 任 を 貢 っ て い る 。 し か し な が ら 、 デ ー

タ 処 理 サ ー ビス ・ス タ ッ フ は 現 在 、 小 売 店 の 諸 活 動 に だ け 参 画 し て い る 。

す な わ ち こ の 時 点 で は デ ィ ス カ ウ ン ト業 務 と か 製 造 の た め の 作 業 は し て い

な い 。

1966年 の 初 め に 、 ト ッ プ ・マ ネ ジ メ ン トは 第3世 代 の コ ン ピ ュ ー タ

を 導 入 す る と い う 意 思 決 定 を しIC。1966年 の 弟3四 半 期 に.ニ ュ ー ヨ

ー ク に 大 規 模 な コ ン ピ ュ ー タ が 導 入 さ れ 、3ケ 月 以 内 に さ ら に6セ ッ トの

コ ン ピ ュ ー タ が 導 入 さ れ た 。 そ の う ち4セ ッ トは4つ の 現 存 の 地 方 コ ン ピ

ー43一



ユ 一夕 ・セ ンタに ・2セ ッ トは ボ ス トンと・ ポ ー トラ ン ドの 新 セ ン タに 導1

入 さ;h.,.k。 これ らρ ヲン,ピ 三 ー タは第2世 代 の≡ 一:ドウ.エァ,と置 換 されk

け れ ど も、 あゐ 不 確 定 ○ 期間 、第2世 代 の装 置 と平 行 して運 用 す るとい,う

こζが 計画 されlc. .e5乏 の地 方 に導 入 され たも の は、 何 らのpミ ・ユニケ ー

γ ・ン鑓 に,よ つ、担 冷 互 い に も・又 は 二 ・一ヲ ニ ク と も 唯 結 され て

い なρ 。各 地 方 セ ンタは 、 経 営 者 が現 在の 状 態 に 対 して 経 済 的 に 実現 可能

な 代 替案 が存 在す る とい う こ とを確 認 す る まで は 、 それ らの 地方 のサ ー ビ

ス.・ ビ ュー ・と し て機 能 し続 け る だ ろ う。ACS社 が 彼 等の 新 しい コン ピ

ュ ータを 発注 した時 ○ そ ρ発 注は 、 も と も と製 造会 社の 要 員 に より実 施 さ

れ ・ACS社 の経 営 者の 文 書 で 提 出 されkシ ス テム ●サ ーベ イに基 づ い て

な されft。 サ ーベ イ ・チ ームの 主要 メン バ ーは、DPサ ニ ビス 部 マ ネ ジ ャ

シス テム ・プ ログ ラ ミン グ部 マ ネ ジ ャお よび2人 の プ ログ ラ マで あ った。

システ ム ・プ ロ グ ラ ミング 部 マネ ジ ャ以外 の 全 員 が 、ACS社 の最 初 の コ

ン .ピひ一 夕 と一 諸 元 入手 した スタ ッフの 中核 で あ っだ。 現在 の デ ータ処理

オご ビス 部の ス タ ッフは 表1の 組 織図 に示 され てい る.。そ の 図に 含 まれ て

い る のは 要 員 名 とそ の上 に 附記 して ある 要 員の 作 業 の 記述で ある。

亀
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表1 ACS仕 デ ー タ処 理 サ ー ビス 部組 織 図

ー

,
↑

朝

1

・

.パ・萄

Operat.ions

Atl・呼balla・

Qperations()perat.ions

∈bf趣are

iVianagerof

DPServices

迦 母a㏄isc

Operations

ApμiCations

GeorgeDiller

Sllstems

a㎡

Pr㎎ra㎜i㎎'

叫i⑭

ratiσns

B)ston

rations、

11hrtland

Qperations



※ コン ピュー タ ・システ ムの コス トと痢脇(つ いての コメン ト

米 国 に お け る コ ン ピュ 一夕 リゼ=シ ョンは、 初 期 の時代 に は コス ト軽 減 、

他 社が や るか ら当 社 も と言 う競 争、 自動 化 の為 の 自動 化、 経 営 者 に情 報 提 供

とか… … ど ち らか と言 うと、 コ ン ピ ュー タ化の ベ ネ フ ィ ッ トに 対 しては あい

まい さが多 か っだ と言 え る。

しか しな が ら 最 近 は.、 減 るコ ス ト より、増 え る コス トの 認 識、 即 ち会 社

の 将来 の展 開 を予 測 して の と りか か り、 又 は オ ー トメ化 の 目的 をは っ き りさ

せ る と言 う様 に 瞳 全な 方 向 を ど,る様 に な った。・畠

従 って、 コス ト と利 益 の考 え方 が シ ビアに あ:りつ つ あ り、 特 に 利益 に つい

て は、EDP部 門 が きめ るの で は な く、 ユ ーザ部 門 が きめ る とい う考 え 方に

な って い るd.

☆ 即 ち

Areyouwilligtopay$forthebenefitswhichthe

newsystemwillpr6du℃e?l

ii:・ 』,
そ して、 新 シ ス テ ムの 利 益 につ い て 、 見体 的に は つ ぎの 事 項 が ポ イン トに

な る。

※"∵ が 出来 る 、

※ …:・・に なる

※ 処 理 時 間 が に なる

※ 顧 客数 が 崩 卸 ・す る

※ の 質 が 上 が る

※ マ ネ ジ メ ン ト が 、 出 来 る よ う に な る

lt・k`b=一 ザ 部 門 だ け で な ぐ;・ 経 営 者 自 体 がEDP化 に い て 深 い 関 心 と 誘

導'識
を も た ね ば な ら な い 時 代 に、入 っ て い る 。
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第4章 プ ロ ジ ェ ク ト ・ マ ネ ジ メ ン ト 』1'1';
!

..一_

1・ プ ロ ジ ェ ク ト ● マ ネ ジ メ ン ト(P
,rOj'eC'tManagement)

次 の4ツ の ト ピ ッ ク ス を と り あ げ る 。

1)前 提 条 件 一 へ"1.二

2)プ ロ ジ ェ ク ト ・ プ ラ ン ニ ン グ

3)プ ロ ジ ェ ク ト ■.コ、ン ト ロ ー ル

4)プ ロ ジ ェ ク ト の 完 了

こ の 中 で2)と'3)は 、 プ ロ ジ ェ ク ト ・ マ ネ ジ キ のMajorFunction

と い え る 。 、'・

1)前 提 条 件(Prerequistes)

(1)プ ロ ジ ェ ク ト ・ マ ネ ジ メ ン ト の 規 定1

プ ロ ジ ェ ク ト1

関係する諸活動の集 積で あり、一定期間 のも とで特定の結果 を

ア ウ ト プ ッ トす る も の 。

プ ロ ジ ェ ク ト'マ ネ ジ メ ン ト

人 を リ ソ ー ス と し て 「活 動 」 を 菅 埋 す る こ と 、 従 っ て 、 人 の 管

理 と 云 う 側 面 は 有 し な い 。

こ の 事 か ら 労 務 管 理 の 視 点 と 活 動 ぎ 理 の 視 点 と が 、 プ ロ ジ ェ ク

ト の 内 部 で 葛 藤 を 呈 す る こ と が あ る6"O

L〈2)ス タ ン ダ ー .ド.'ぐ'

シ ス テ ム 開 発 プ 口 上;ス に お け る 標 章 を 指 すaこ れ に は 、 メ ソ ッ ド と

パ フ ォ ー マ ン ス の 二 面 か ら 考 え ら れ る 。 ・二 ・'=

、{3)DPの 組 織 ・ ・1・"1:.tt1:''"
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U)Aタ イ プ

SYSPROG

こ の タ イ プ は 、 現 今 米 国 で 最 も 多 く見 ら れ る 組 織 で あ る δ し か

し な が ら 、 プ ロ ジ ェ ク ト ・ マ ネ ジ メツ ト の 観 点 か ら す る と 、'

o「Development」 と 「Maintenance」 の 区 分 が 不 明 確 、と な り

易 い し 、

li・O.シ ス テ ム ・ ア ナ リ ス ト と プ ロ グ ラ マ の グ ル ー プ ・ リ ー ダ が 、

プ ロ ジ ェ ク ト ・ リ ー ダ の も と に 一 元 化 し に く い 、

と 云 う 欠 点 を 持 つ 。

{n)Bタ イ プ

DP

◆

'

ディベロフメン ト メインテナンス

この タイ プ・も比較 的 多 いが 、Aタ イ プ と同様 な 観点か らす る と、

o必 要 な あ らゆる 開 発 リソース を デ ィベ ロプ メン トに 集中 す

る 試み が 、 長 所 と い え るが、 デ ィ ベ ロプ メ ン.トが成 長 して、

多 人 数 に な る と、

oし ば しば サ ブ ・グル ープにb王 と して ア プ リケ ー シ ョンを

基 準 に分 化 し、 硬 直化す る懸 念 を有 してい る。

こ うな った場 合

O組 織上 の バ ラ ンスに 対す る 配 慮 が仕 事量 に対する 適 正人 貞
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亀

化 を 妨 げ る と い う 弊 害 を 生 ず る 。'・

ヒソCタ イ プti:'・i.

機
能

に

ょ
る
分

化

プ ロジ ェク トA

フ'ロ ジ ェク トB

S

Y

S

田 ⊥{一 直1薇 〃・

ピロ ト亡トロ{ヨ

////㌧ ㌶
「必 要 な ス キ ル」、 「必要 な人員 」

に よる プ ロジ ェク トの嚇 成

この プ ロジ ェ ク トが 複 数 存 在 す る事 を考 えれば

o組 減 上 の 縦 の 訓 練

Oプ ロ ジ ェ ク ト上 の 横 の コ ン ト ロ ー ル 拾 よ び ダ イ ナ ミ ッ ク な

要 員 編 成 ・

と い う 利 点 が 追 求 出 来 る ・→ マ ト リ ッ ク ス 型 組 織

・'・ .(』ほatrix'Organization)

Oこ の マ ト リ ッ ク ス 型 組 織 の 姿 が 最 も 良 い と 思 わ れ る が
、 つ ぎ の よ

う な 問 題 点 が あ る 。

L報 告 の 相 手 が ダ イナ ミ ッ ク に 変 化 す る こ と を 嫌 う。(誰 に 忠 誠
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心 を 誓 う の か?)、 … い 、'

2。 人 間 を リ ソ ー ス と し て し か 扱 わ な い 。

3.まft、 人 事 的 観 点 か らす る と、 ダ イ ナ ミ ッ ク な 変 化 が 縦 の 指 揮 命

令 系 統 の 混 乱 を 招 く お そ れ が あ る 。

し か し な が ら 、 プ ロ ジ ェ ク ト ・ マ ネ ジ メ ン ト を 、 う ま く や ろ う と す る

〔.}('

な らば`こ れらの 問題 は何 らかの形で克服 されねば な らない ものであ

る。

oプ ロジ ェク ト ・リー ダ(以 下PL)と ラ イ ン ・マ ネ ジ ャの 対 比

共通 機 能 は 、 「共 に上 司に 報 告す る義 務 を有 す る こと」 を 除け ば ほ と
|

と ん1ξ猿 く 、 下 記 の よ う.な 差 異 を 有 す る 。.L

` PL ラ イン マネ ジ ャ

仕 事 の 与 え られ 方 有限 の任務 継続的任務

命令系統(部 下へ の) Non-official officia1
←,1

一'

♪ 」'

人を使 って仕事 するや妨 説得 となだ め ム チ と ア メ

権限(昇 誌 評価etc)

!

無 有

こ の た め に 、 通 常 プ ロ ジ ェ ク ト ・ リ ー ダ は プ ロ ジ ェ ク ト ・マ ネ ジ ャの

・ ・権i限 の 裏 付 け を 持 つ 場 合 が 多 い 。(PMは 、 そ う す る 配 慮 が 必 要)

こ こ で は 、 フ●ロ ジ ェ ク ト ・ リ ー ダ

}と して 考 え てい る。
プ ロ ジ ェ ク ト ・マ ネ ジ ャ

(4)1マ ネ 〃 ン1ト へ の コ・ミ1ッ ト メ ハ ∪伽agementCo㎜itment)

之 の 場 合 の マ ネ ジ メ ン.ト と は 、DP部 門 の マ ネ ジ メ ン ト、 及 び 全 社

的 な シ ニ ア ・ マ ネ ジ メ ン ト を 指 す 。

、c,r燦 に マ ネ ジ ャ は 、 タ ー ゲ ッ トと リ ソ ー ス の 関 係 を 認 識 せ ず ・ タ 一

-50-/
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'

ゲ ッ トの み を 指 示 す る 事 が 多 い 。'一 一'/t't"tl

/'我 々 と し て は
、 先 ず 確 実 に リ ソ ー ス の 要 求 を 見 積 り`そ の 確 保 の も

と に タ ら タ ッ トが 守 ら れ る と い う事 を 、'し う か り認 識 し て も ら う必 要

が あ ・る 。'."isl.t・t._i

そ し て 、 そ の リ ソ ー ス 確 保 の 承 認 と 、 場 合 に よ っ て は 、・そ の リ ソ ー

'ス 確 保 を マ ネ ジ メ ン トに 認 識 し て も ら うべ く:働 き か け ね ば な ら な い
。

一 般 に ・ マ ネ ジ メ ン ト と の 間 に 、 プ ロ ジ ェ ク ・ト ・マニネ ジ}〆 ン ト/プ ロ

ジ ェ ク ト'コ ン ト ロ ー ル と い う事 に 関 す る 話 し合 い が 行 な わ れ て い な

、Mと 日える6

、 ・(5)llリノ ≡ ス'コ ミ ・1・ト メ ン ト ・チ 戸 ト(R・s・urceC・ ㎜itm・ ・t

dharD,

使 用 済 ま た は 使 用 中 の リ ソ ー ス 、 リ ザ ー ブ し た リ ソ ー ス を 各 プ ロ ジ

ェ ク ト で 統 計 す る 。 → こ れ をLoadingCurveと い う 。'^

L6;di・gC・ ・Y・は わる1共 巨 月 に ・回はObd… さ戒 べ き'Z

内 容 と し て は 、 先 行3ケ 月 程 は 持 つ 必 要 が あ る 。.・( 、

ま た 、 プ ロ ジ ェ ク トの 慶 先 順 位 を 決 め る た め に も 、 こ れ は 重 要 で あ

る ・ ,・ ∴,、,

最 も 重 要 な 意 味 は 、 こ れ に よ づ て 、 限 ら れ た 全 体 リ ソ ー ス を 各 プ ロ

ジ ェク トの渡 先 順 位の もとに バ ラ ンス を と るこ とに あ る。

こ の リ ソ ー ス パコ ミ ッ ト メ ン トの 承 認 者 は ユ ー ザ で な くて は な ら な

いo

'ii
.t.,t

複 数 の プ ロ ジ ェ ク ト,コ ン ト ロ ー ル に つ い て は 、 現 在 、 残 念 な が ら

余 研 究 されて紡 ず・ 早急噸 手 されるべ き時 期 と吟苧 う呼二 しか

し 、 こ の 問 題 はDP部 門 の 問 題 で は な く 、 ユ ー ザ 側 の 問 題 と い え よ う 。
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2)プ ロ ジ ェ ク ト ・ プ ラ ン ニ ン グ 、(P・roj,ect・Plann・.i.ng)...t/.t

ω シ ス テ ム 開 発 戸 セ ス が ・37 .エ「 ズ よ 減 る 事 は 前 に 述 べk・

.仕 事 の 細 分 化 は 機 能 の 明 確 化 の 上 で 、 大 変 有 用 な こ と で あ る 。 し か

し ・ プ ロ ジ ェ ク ト'マ ネ ジ メ ン トの 観 点 か ら は ・
.余 り 細 分 化 す る こ と

は 、
.か え っ て 得 策 で な,い 。.、.』.・..,..ゴ:..

そ こ で ・,前 に 述 琴 た13の フ エ 三 ズ を マ イ ナ 三 ・Tフ1イ ズ と し て ・

PlanningとApprαvalを 単 位 と す る 区 切 り 方 で メ ジ ャ ー'フ ェ イ ズ

=を 設 定 す る 。.,,一 ・・.∫

瓢ajorフ ェ ー ズ Minorフ ェ ー ズ Products

・1.Ap口icationSble6tion』

'S

ystemDef(1戊

〔A〕Survey 2.SystemsSurvey SystemDef(2)
一

,ノ. SystemProposa1

〔B〕SystemsAnalysis

:ζ乍

3.DataGathering Syst㎝Lbf(Fina1)

&
=≠

4:DataAnafySis
、

Design

b

5.'

6.71Sy・t・m・De・ig・

7.li '
'

〔C〕Development 8-a・Progra㎜ing

8-b・Procedure』VHtirg

8-c・In』tedprogram

㍉ 〆飴
sti㎎

8三d.SpecialPlan

〔D〕1ごnplementation 9.SystemTesing

'こ の フ ェ ー ズ は プP
.ジ.エ ・ク{.

'1α
、Ccnvers・io'n・ ・

トでは な く、 ユ ーザが 主体
11・Training

になるべきもの 、
121DOcumenta垣on

「 【・

1.}A
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4

(d)プ ラ ン ニ ン'グ を3区 分 す るz .'.・ ・tt〈..1/,t㍉

o・ ゼ ネ ラ ル1
L.プ ラ ン ニ ン グ..e".'i・.; .'`一:・'ご

以 降 の 全 て の メ ジ ャ ー ・・フ ェ ー ズ を 対 象 に マ イ ナ ー一 ・ フ

ェ ー ズ を 単 位 と し て:

Oア イ ァ ィ ー ル ・フ ラ ン ニ ン グ ー ・ ,:;・ ・,1,

次 に く る1メ ジ ャ ー ・ フ ェ ー ズ の み を 対 象 に タ ス ク ・ レ ベ

ル を 単 位 と し て ・:・

o .'SpecialView

-
/{ロ)プ ラ ン ニ ン グ の タ イ ミ ン グ 「,『 三 .,.…,'

A、B、Cの 各 フ ェ ー ズ ・ ス タ ー ド に あ り 、 各 々 ゼ ネ ラ ル ・ デ ィ

テ ィ ー ル が 行 な わ れ る べ き で あ る.い,

全 社 的 なReview&Approva1は メ ジ ャ ー ・ フ ェ'一 ズ 完 了 時 点

.と な る だ ろ う・。

{Zな ぜ ・一そ ・う い う71ラ,ン に な っ 、た か の 説 明 をReviewの 際.マ ネ ジ メ

ン ト に 提 示 す べ き で あ る 。(背 景 の 規 定 と い う 意 味 を 持 つ)こ の た め

に も ヂJiシCス ・テ ム1の 定 義 づ け 、(、SysteＬn -Definition)と プ ロ ジ ェ ク ト

の 定 義 づ け(ProjectDefinfon)を 明 確 に 区 分 す べ き で あ る 。

プロジェク トの定義づけ システムの定浅づけ
・z二

具 体 例

最 終 目 標

中 間 目 標
目 的

開 発せ よ、プログラムせ よ

'→P
rbjecゆef

拘 ・束/仮 定 河 東/仮 定 ・・ 今 年 中 に や れ一 　亨Program

範 囲 範 囲

イ ン タ ー フ ェ イ ス イ ン タ ー フ ェ イ ス 他 の シス テ ム との 接 点
一→system

ア プ ロ ー チ
。 観 括 的

o詳 細

〆F
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㈲ プ ロジ ェク トの定 義づ け(Proje吐Definitioh>

少 な くと も、 つ ぎの3つ が 付 加 され るべ きで ある 。

1.組 織 図 …"'i'・諮れ に報 告 す る かt誰 れ の 承 認 を得 るか

2・ 概 括 計画 予 算、 スケ ジ ュール

3.詳 細 計 画 … … …""'

他 に はオ ペ レー シ ョン経 費 の 見 積 な どの付 加 も考 え られ る。

回 これ らの プ ロジ ェ ク トの定 義づ け 、 シ ステ ムの 定 義づ け 、付 加的

な プ ロ ジェク トの 定 義 づ け な どをfPhaseEndControl

Document」 と よび、 これは プ ロ ジェク ト ・リー ダ の責任 で 作成 さ

れるべ き もので ある 。

まk.3つ の関 係 を記 述 す る とつ ぎの よ うに な る。

シ ズ テムの 定 義づ け で 記 述 され た業務 に 規定 され て

付加 的 な プ ロジ ェク トの 定 義 づ け が 書 かれ るべ きで あ り、

した が って シス テ ムの 定 義づ け の変 更 は 、 当然 後者 に影 響 を及ぼ

す 。

プ ロジ ゴク ト ・コン トロール の ワ ー ク シ ョップ(1)

※ 問題 の設 定

ACS社 のD?部 門 のSP部 長JohnDrakρ が退 社 す るの で、 後任 者

の 立 場 と な り・そ の置 かれ て い る立 場 か ら見 たACS社 の 現 状 認 識 と 目的

の把愚 ㍊ び冷 勘 働 調 提 出せよ・

ま た 、 す で に 出 来 て い る ス タ ン ダ ー ド ・マ 三 ⇒ ア ル に つ い て も考 察 せ よ 。

資料 としては・邦文 テキス ト 「プロ ジェハ 鯉 の手却!ぜ 即 す る.

本 来 、 タ ーゲ シ トを設 定す る(時 間 の 規 制)の は 、 の ぞ ま しく幸 い が、

こ¢)ワ ーク シ ョ ップで は ・ そ の 設定 を行 な うて 実 施す る。

一一54一



今

※ ワ 勘1シ ヨ ジ プ の 酌 一 一''";』t'一'tt-一 二

プ ロ ジ ェ吻 ト 「:ガ 」 夕 が プ ロ ジ ニ グ ド ・'プ ラ ン ニ ン グ に 当 っ て 、 環 境 、

リ ソ ー ス か ら 、 い か に 正 当 性 の あ:る ズ ケ ジ ご 一)レ を 立 そ ら れ る か 。

て)"-A班 め 着 目点'・at/

`
1.リ ソ ー ス の 不 足(人 員 増 員)

2.プ ロ ジ ェ ク ト ・コ ン ト ロ ー ル 組 織 の 確 立

OB班 の 着 目 点'""ttt

プ ロ ジ ェ ク ト の要 請 点 の 確 認'

L

a

a

4

5

6
.

プ ロ ジ ェ ク トの ゴ ー ル は 何 か

グ の タ ス ク の 確 認.

リ ソ ー ス ・時 間 の 見 積 リ

ス ケ ジ ュ ー リ ン グ の 実 施

チ ェ ッ ク ポ イ ン トの 確 立

〉 ロ ジ ェ ク ト ・ コ ン ト ゴ ー ル の 確 立'

oC班 の 着 目 点'['":'

シ'ズ 弧 デ ザ イ ン の 稀(全 面 的 再 検 討')

1.全 波 的 な 要 件 の 未 充 足1(・c・ 『』 ○'〆 …;;

2.経 営 目 的 に 合 致 し な い'lf'x'''":'

ス タ ン ダ ー ドの 内 容 改 正'''"1

1.ユ ー ザ の 参 加 を 明 確 化'"

2.プ ロ ジ ェ ク ト ・ コ ン ト ロ ー ル 面 の 完 備

講 師 の 論 評 こ の ワ 一物 シ ョ ッ プ の 目 的 は 、 プ ロ ジ ェ ク ト ピ リ ー ダ の

2つ の 機 能 の う ち 、 弟'1の 機 能 に 関 す る も の で あ る 。

プ ロ ジ ェ ク ト'り 一 ダ の 機 能 は1
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1.プ ラ ンニ ン グ(シ ニア ご浮 パ ジ ャへの 説 明/観 管)

・?・ プ ロジ エ4ト' .チこrム ㌧コ ン〈トロ 三ル ・

作 業 結 果 に対す る論 評 ∴ 、 ,

◎ACS仕 では プ ラン ニ ン グが 出来 て い ない(gで 、 この

プ ロ ジ ェク トが 開 発の どの 段 階 停 あ るの か が不 明確 で あ

る 。. 、1

◎ 従 って、 現 段階 を 明確 化 す る プ ラン ニ ン グが 必要 で あ

り、 こ こでは サ ー ベイ 琴行 の た め の計 画 を立 てねば な ら

な い。

◎ 経営 目的 を明確化 し、それ に矛盾 しない形で給与 シス

テ ムを 開発 す る 必要 が 痴 る。 ・,

◎ そ の 他 必 要 と 思 わ れ る 事 項

oリ ソ ー ス の 必 要 性 と 、 マ ネ ジ メ ン ト の 承 認

o組 織 の 確 立(ユ ー ザ の 参 加 、 プ ロ ジ ■ ク ト ・チ ー ム

の 編 成)
.・、

oス タ ン ダ ー ドの 改 正 と 、 そ れ を1吏 用 す る こ と。

(3)プ ロ ジ ェ ク ト ・プ ラ ン ニ ン グ の ま と め

6)プ ラ ン ニ ン グ の5つ の 効 果

a・ 仕 事 ・担 当 者 ・所 要 時 間 ・結 果 ・費 用 の 明 確 化

b・ リ ソ ース の 適 切 な 配 分(適 材 適 所)
.:

c・ チ ェ ッ ク ポ イ ン トの 明 確 化

d.マ ネ ジ メ ン トの 承 認(及 び 改 善 意 見)の 獲 得 プ ラ ン の
f}

e・ マ ネ ジ メ ン トを 教 育 す6
.ue会.,・ ・ 提 出 に よ り

1司 プ ロ ジ ェ ク ト ・ リ ー ダ の 機 能

一56一
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了

宙

a.プ ラ ン ニ ン グ

b.コ ン ト ロ ー ル

ヒソ プ ラ ン ニ ン グ の ス テ ッ プ

a'輔(問 題 の 嘩)

..,, .s.,

/㌶ ∴1嶽註1二㍗
b・ フ ェ ー ズ 、 タ ス ク 、 活 動 の 決 定

∫
概 括 計 画 『→ フ ェ ー ズ、 サ ブ ・フ ェーズ 、段階

詳細 計 画 一→ タスク段潰

個 別 計画 『→ 実 際 活 動段 階

C.必 要 な ス キルの 決 定

{
見 積 りの ため に必 要

不足 ス キ ルの導 入、 訓練 の 必要 性

d.タ ス ク ・タ イ ム(人/日)見 積 り

(詳 細 は 後 記(二)参 照),・

e.ス ケ ジ ュー リン グ及 び ・リソ ースの 配 分

人/日 の 経過 時 間へ の 瑛算.

リソ ー ス配 分に 当 って、,他 プ ロ ジ ェク トへ の影 響 も考 える

　 ザ'マ ネジメント鴨 るぽ リ㌃

,ス晒 頑 任の硫

化
ご',:《 《

ス ケ ジ ュ リン グ技 術
　 ざ ほ

信鮮1⊇ 難;灘 ∵い
一一57-一



f・ チ ェ ッ ク ポ イ ン トの 確 立

チ ェ ッ ク ポ イ ン トの 目 的

。 品 質 管 理"

① プ ロ ジ ェ ク ト ・ リ ー ダ の チ ェ ッグ(業 擁 毎 に)

②tDPの チ ェ ッ ク(プ ロ ジ ェ ク ト外 のDP担 当 者 の テ

グ ニ カ ル ・チ ェ ッ ク)

③:・ 一 ザ ⑳ チ ェ ッ'ク(ア プ リ ケ ー シ ・ ン 面)

④ マ ネ ジ メ ノ トの チ 土㌧ ク(財 政 面)'"

。 進 捗 状 況 の'チ ェ 。 ク'

事 後 的 チ ェ 。 ク に な る の で 余 り意 味 が:な い 。

9・ 予 算 化

一 波 に は 概 括 計 画 で 行 な う 。

h.提 出

マ ネ ジ メ ン トの 検 閲 と 承 認 を 求 め る 。

ぺ、『 ・.i

同 見 積 り

a.見 積 り の 方 法

Oタ ス ク0'詳 細 を 知 る 。t'tV

o請 細 見 積 り は 、 全 て の 条 件 が 明 確i化 し て か ら 行 な うfi

(隷 どぱ かなかむずかしい)

O見 積 りは 控 え 目で あ る こ と。

(控 え 目に 見 積 り、 仕 事 は キ チ ン と行 な う)

O見 積 りに 当b、 仕 事 の 量 ・複 雑 性 の予 測 経 験者 が 必要 。

(見 積 り ば↓ 前 もらて 算 出 され てい る単 位 時間 と、 仕事 の 量、

優 澆 世 に ょ り計算 す るこ とが で きる),

-58一
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●

b.見 勧 の技術"∴'パ ○ ぺ已 パ

・L・'、 朋
.'噛 い;^o'経 験 的

o直 観'的 ・"vtt"L'!

'
h6数 値

的 ・s・;'∴ 一'!/・

。 パ フ ォ ー マ ン ス ・ス タ ン ダ ー ド/

c.見 積 り の 時 点 及 び 内 容

、

概 括計画 詳細計画

① サ ーベ イ終 了 時 ② ③ ④ ②

② デ ザ イ ン'〃'③ ④ ③

③ 開 発 〃 ④

④ 施 行 〃

d.見 積bの 正確 度(一 例)

② の 見 漬 り ③ の見 憤 り ④ の見 積 り

① サ ーベ イ終 了時 ±10%±20%ii30%

② デ ザ イ ン 〃 一 ±10%±20%

③ 開 発 〃 _=,.1.一'±10%
'1

プ ロジ ェク ト ・コン ドロニル の ワ ーク シkヅ プ(2)

※ 問 題 の 設 定

ワ ー ク シ ョ ッ プCl)で の プ ロ ジ ェ ク ト ・ス ケ ジ ュ ー ル と し て 、 も っ と 正 当

性 の あ るTargetdateが 与 え ら れk。

プ ロ グ ラ ミ ン グ に つ い て も 、 個々に采件書の 出来上 り、難易度な どの具

体的 な 条 件 が 与 え られ た。 更に 要 員 の数 、 ス ギル 、 経 線 も明示 され た 。 こ

の 上 で マ ネ ジ メ ン ト'は ・ プ ロ ジ ェ ク ト ・ 『 ン ト ロ ー ル ・ グ ル ー プ 、 リ ソ 一
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ス ・コ ミ ッ ト メ ン ト ・プ ラ ン 、 ゴ ー ル な ど の 承 認 を し て い る 。

以 上 の も と で プ ロ ジ ェ ク ト ・ リ ー ダ(あ な た)は 、 各 要 素 及 び 全 体 の プ

ロ ジ ェ ク ト ・ス ケ ジ ュ ー ル 、 要 員 割 当 、 コ ス トな ど の プ ラ ン ニ ン グ を し、

ユ ー ザ に この プ ラ ン を説 明 す る と き の ポ イ ン トを 示 す よ う に 課 せ ら れ る。

※ 講 師 の 論 評

次 の 項 目 に つ い て の コ メ ン ト が あ っ た 。

チ ェ ッ ク ・ポ イ ン ト

タ ス ク ・ ス ケ ジ ュ ー ル

プ ロ ジ ェ ク ト ・リ ー ダ の プ ロ ジ ェ ク ト ・ス テ イ タ ス の チ ェ ッ ク

個 人 の 責 任

oプ ロ グ ラ ミ ン グ 難 易 度 の ウ エ イ ト

ゆ 分 類 は3段 階
'ぺ

薙

通

単

困

苦

..
簡

◎ ウ エ イ ト付

D・A.S.

億篇方∴:::
幾 何 的 ウエ イ ト付 け を とるべ き で あ る。

Oプ ロ グ ラ ミング時 間 の見 積 り方

④一
.

@
,・:1?)・ テスト

≒rご=プ
一60一
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ノ

1

'"般 的 に は@が 正 当 で あ る が 慎 重 な 立 場 か ら は ④ が 良 恒2::'

3)プ ロ ジ ェ ク ト ・コ ン ト ロ ー ルll㍉'i・ ・

プ ロ ジ ェ ク ト ・ リ ー ダ の 機 能 ・"‥'

リ ー ダ ー シ ッ プ/コ ン ト ロ ー ル … … 厳 し く 〆'〃

プ ラ ン ニ ン グ … … 控 え 目 に

ほ)プ ロ ジ ェ ク ト ・ ス ー パ ー バ イ ザ'

(2)進 捗 状 況 の コ ン ト ロ ー ル

13)適 切 な ア ク シ ョ ン.、i

{4}質 の コ ン ト ロ ー ソレ と チ ェ ッ・ク ポ イ ン ト..t、 ・

{5)プ ロ ジ ェ ク ト ・ ロ グ と フ ィ ー ド バ ッ ク

{6)活 動 報 告/月 報 一!C・ ・'い 二 ・-t・■ ・・エ ・・

(7}例 外 事 項 報 告 ・'・・'・1;'r":1 .:'t-・';"'`f:,".…'・'"

1{8Wi2r・Lmジ ≡ ク ト の 終 了'"一
.'こ パ'ご 、

.・・"完 了 と 勧 告

O進 捗 状 況 の コ ン ト ロ ー ル ・

(チ ェ ッ ク ポ イ ン ト に 来 た ら 見 直 す)

こ の や り 方 は 欠 点 が あ る 。即 ち 事 後 的 に な り 、 修 正 が き か な い 。 し

だ が つ て 事 実 を 知 る だ け に な み 。,

実 際 に 必 要 な の は 問 題 の 兆 が 現 わ れ た ら 、 当 初 の ス ケ ジ ュ ー ル に

間 ・促 合 う 様 に コ ン ト ロ ー ル す る こ と で あ る 。.,.

.'o〆 プ ロ グ ラ ムrリ ポ ー ト の 必 要 性 ・'・1 ,三

各 プ ロ グ ラ マ 毎 に 人/時 間 表 を 作 る こ と 。.'・ ・

④ 週 間 タ イ ム.・ シ 、一 ト.ン

⇔ 追 加 を 要 す る 時 間 の 書 込 ・み 一'
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全 員 の 坂 イ ム ・ シ ぞ ト を 総 合 しvチ ー ム 全 体 の 事 態 の 予 測 を 探 知

す る 。 ・ 二 ・ い ・1べ1'/t

o修 正 の 方 法t..、'… 文,、

④ 変 更.＼ ・'・i-1

◎ 応 援i._・.∵"・ ・○:

oコ ン ト ロ ー ル の サ ブ機 能t・ ・t tい:一 ・ 日

① プ ロ ジ ェ ク ト 日 記 ・'一 ・:=三]已

㌫::報 告 已 灘 ㌫ 増加等∴
「 ＼(〈 三

,

プ ロ ジ ェ ク ト ・コ ン ト ロ ー ル の ワ ー ク シ ョ ッ プ 《i5>い

※ ワ ー ク シ ョ ッ プ(2)を 更 に 発 展 さ せftも の で あ る 。.ぶ

即 ち ② の ご と く、3月1日 ス タ ー ト の プ ロ ジ ェ ク トi'プ ラ ン を 発 表 し て

す ぐ後 に"あ な た"(② の プ ロ ジ ェ ク ト ・マ ネ ジ ャ)は 、層ボ ス か ら他 の デ

ー タ ・プ ロ セ ス の 導 入 の サ ー ベ イ を 指 揮 す る・よ う、に 依 頼 さ れ た 。

そ レ そ こ の 仕 事 を した … ・・`…

今 α月1日 で 、"あ なft"は 先 の サ ー ベ イ の 仕 事 か ら 戻 っft。 ボ ス か ら

こ の プ ロ ジ ェ ク トの 状 況 を 把 握 し 、 レ ポ ー トす る よ う に 課 せ られ た 。

u)・ プ ロ ジdク トの 状 況 を 分 析 し、 レ ポrト す る こ と 。

こ の 際 、 必 要 な コ メ ン ト は 下 記 デ ィ・・ス カ ッ シ ョ ン の 項 に あ る 。

(2)計 画 さ れ て いft各 ア ク テ ィ ビ テ ィ の 進 捗 状 況 べa－ ザ の 受 領 状 況 、 要

員 の 一 部 異 動.負 荷 、 気 持 、 う わ さ な ど の 状 況 が あ る 。'

(3)計 画 しftと き の プ ロ グ ラ ミ ン グ の 各 段 階 で の 作 業 見 積 基 準 が あ っ て 、

そ れ に よ る プ ロ ジ ェ ク ト ・ス ケ ジ ュ ÷ ル が あ る 。
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プ ロ グ ラ ミ ン グ 概 要 と 詳 細.パ'"一 ・ …

コ ン〈パ ー ジ・ヨ ン 計 画1 .'パ ・G

・ド レ'一 二 、ン グ .・ 一

ω プ ロ ジ ェク トめ 実 際 の 進 行 状 況 の 概 要 と 詳細 レ ポ ー トが あ る 。・こ れ は

計 画 と 実 績 が 対 比 さ れ て い る 。'・ ■ ・.1・ ・ttt、 □

◎'プ ロ ジ ェ ク ト ・⇔ ネ ジ ャ は ど の よ うーに 状 況 分 析 し 、'処 置 を と る か?

Oケ ース の 各 要 素 の デ ィ ス カ ツ ヅ ヨ ン'L'・i.ttt'川 ∵

ね.プ1臥 ジ ・エ グ トの 状 況 一 ・ ・::・ 」

b・ プ ロ ジ ェ ク ト ・ コ ン ト ロ ー ル の 有 効 性

一'・c.二次 の プ ロヅ ェ ク トバ .リ.≒ダ に 任 命 さ れ て 、 仕 事 を や つ'て 来 た オ マ

リ ー 氏 の 有 効 性

d.プ ロ ジ ェ ク ト の 効 果 を 増 すftめ の 必 要 な 手 段"tt…

O講 師 か ら の 諮 問ll・tt .,'・

＼a.・離 れ ・を 昇 進 さ せ る べ き か^'''"■'

♪b.ト'レ イ シ ー 氏 の 仕 事 は 、 ス ケ ジ ュ ー ル'よ り 進 ん で い る か 遅 れ て い

る か 、

c.プ ロ ジ ェ ク ト ・チ ー'Aの 要 員 の 評 価 はtt:'(1,.・.I

d・ 誰 れ が 基 本 的 に こ の 問 題 を 引 ぎ 起 こ し・だ・の か ジ'

e・'何 故 プ ロ グ ラ ム{3)が ス ペ ッ ク に 合 わSfエ.一 ザ に 受 け 入 れ ら れ な い

カ、"ft,.、

f・ プ ロ グ ラ マ の 給 与 は ど う あ る べ き かt・t';パ

O講 師 の 論 評

a'昇奮篇{旛 懸

ぽ1ぎ1ス・一
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`驚

各 人 の 仕 事 の 能 率 を 分 析 す る と 、 、リ チ ャ ー ト氏 が こ の 対 象 は な る 。

b・ ト レ イ シ ー 氏 は 、 余 裕 が あ る の で は な く 、'計 画 の 一20%で 作 業

ア ッ プ す る の は 当 然 。 他 の 遅 れ て い る 仕 事 を 計 画 す べ き で あ る 。

c・ 各 人 の 評 価 、・,:オマ リ ー 氏 は 訓 練 中 の プ ロ ジ ェ ク ト ・ リ ー ダ とVfS.,S

見 方 で 、そ の た め の 計 画 、 作 業 指 示 、.,・9:成を 計 る べ き だ 。'こ れ を も と

の オ ロ ジ.エ ク ト ・ リ ー ダ は き ち ん と し て い な い ♂ 各 プ ロ グ ラ マ の 実

績 の 評 価 を し 、 リチ ャ ー ト 氏 をeか らBク ラ ス へ 上 げ る 。l

d・ プ ロ ジ ェ ク ト を 現 在 の よ う な 問 題 あ る 状 態 に し た の は 私.(も との

プ ロ ジ ェ ク ト ・ リ ー ダ)で あ る 。 ,・

e,・.プ ロ グ ラ ム13λの 作 業 過 程 を 分 析 し て み る と 、 チ ー フ で あ る オ マ リ

ー 氏 の レ ビ ュ ー が 不 足 し て い る
。 特 に フ ロ ー チ ャ ー ト作 成 の 時 間 が

標 準 計 画 作 業 時 間 よ り 短 か ぐ、 少 し 手 を 抜 い て い る の で は な い か 。

f.上 記(a)、{c}の モ チ ベ ー シ ョン 。.い

プ ロ ジ ェ ク ト ・ リ ー ダ と し て 、 プ ラ ン に 対 し で コ〆 トロ.一 ル ・レ ポ ー

トい チ ェ ッ ク ポ イ)イ ト、 を どの よ うκ 作 成 、'設 定 し.レ ビ ュ ー 技 術 を

身 に つ け る か が 大 切 で あ る 。

(注)以 上 が ブ ラ ン ド ンrア プ ラ イ.ド ・シ ス テ ム ズ 社 に よ る プ ロ ジ ェ

ク ト ・マ ネ ジ メ ン トの 研 修 内 容 で あ る が 、 研 修 終 了 後 、 本 研 修 団

rtはSunOi1桂 ・、Guardian生 命 保 険 会 社 、 ニ ゴt'i¥一 ク 貯 蓄 銀

行 、 ダ ラ ス 国 際 空 港 等 を 訪 問 し 、 プ ロ ジ ェ ク ト ・マ ネ ジ メ ン トに

つ い て 経 験 交 流 を 行 な っ た 。 ・

な お 、 帰 路 ロ サ ン ゼ ル ス の ア ナ ハ イ ム で 開 催 さ れ たFJCC

(全 米 秋 期 電 算 機 連 合 大 会)に も 参 加 し 左 。.・t.Ji・ 、、..:

'∴ 一'一パ:'1・:'.:6'1;一:
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